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運動誘発心室期外収縮の出現様式と

ホルタ一心電図所見

外見上健康人による検舵

川久保清・ 柳堀朗子・ 青木和夫・郡司篤晃・ 野崎・6・・
大統雅也・・ 井上得・・ 杉本恒明・・緩本静男・-・

中高年者は運動を始める聞のメディカルテzックと

して運動負荷心電図倹査を行うことが勧められ心電

図所見としてST傭il!"もに不整脈は."である
外見よ健康人に."る運動負荷心電図検査で瞬発され

る不盤脈の中で最も釧皮が高いのは心室鰍外収鮪

(PVC)であり。文献約には 14-53%の鏡度でみられ

るこ色が鰻告されている1).a々も外見上健康人のト
レ?ドミル負荷院政にて男性26.2%，女性22.5%の

頗度でみられ..".時心電図峨査のpvcottの約10
備であると之をすでに報告したm しかし運動E書籍
PVCの還働処方上の".ほ明らかではない本研究

は運動を前提kしたメデイカルチェッタ時の選動際舞

PVCの幽現繍式とホルタ む電図所見とを比較し。

その臨床的窓畿を倹討することを目的とした

s方注
対象院運動車健康槽進縄般である江東区健康センタ

ーにて。メディカルチェックとしてトレッドミルある

いは自伝車エルゴメータによる症状制約盤の運動負荷

心11図検査を受砂た 2.314人(男性ω6人。女性1.408

λJ中，運動跨宛 PVCの綿密検査として 24時周ホル

ター心電図領直を受けた笥例{男性13人，女性12人

厚耐24-11般，平均51.)である 心疾息の既往の

ある例や安併雲寺心電図"鴛例はなかった ホルター心

電図検査の適応は綱多をあるいは連発PVCとし，原則

として運動負荷民政終了後議漕し，体力測定等を行っ

た $ルタ}心電図は金滋賀多記録より筏覚的に判定し

た。..，防負荷中の心電闘は負荷中，負荷3分後まで配

来月前大学医学.保健司隣拘保健管理E
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録し， V，sJ;，I事の金援形家蝿より判定した PVCの幽

現時の心鎗数の高低から'"に分銅した High"(15 
人}としたのは，運動負荷ゅの高い心舗数でPVCの凶

現した例で PVC出現出抱数械 114-167(平均1<2土

15) ，湿勤時.有心循散に対ずる比率は76司令5%'平

均81土6%)であった内9例では負荷後にも PVCが

みられた Low JII (10人)としたのは運動申あるい陪

負荷後の低い心錨歓の段階でPVCの出現した例で，

PVC幽現地拍歓は 72-109(平勾91土11)，"働時歳高

心鎗数に対する比率は 45-14% (平均騎士9)であっ

た 内9例では負荷後にもみられ. 3例は負荷後だけ

にみられた例であった ζれら 21撃について24時間
忠ルター心.11圏所見を対比した

S 結果
1) PVC幽現心舗数運動負荷時とかルタ-，己録の

問波形の PVCについて，出現最低心拍微について

比叙した HighJl浮11例では運動負荷岬の PVc幽現

心柏散は平均142.8:t11.4，.$ルター記録時PVCIfj 
易心拍敏は平均91.8士18.8であり，いずれの例もホル

タ 包録時のPVc出現心翁散が低舗であったまた

11例や 5例では，ホルター配線中の摩大心拍数が運動

時PVc幽現心拍"より高値であった LowP9例に

おいても それぞれ88.8土9.2と59.3土12.4でるり。

いずれもホルタ 記録喫同 pvc出現o摘数が低価で
あった

2) PVC総敬 Higb Jl撃では運動負荷鼠級閣の pvc

の傭散は 3-125個(平崎24土".1個}であったがt

ホルタ 記録時のM時閣の PVc総o:U.2例を除い

てそれより少なし 13例では 10個未満。 3例ではO個

であった一方， LowUでは週動負荷B実験中の pvc

の偶数は 5-初9個{平均65.8金銅1)であったが。ホ

ルタ-"，録時のM時間のpvc総敏は l例を除いて
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表 2Treadmlll運動負荷院"における知得による
.函帰分軒の結果-1 最大 S7変化

2 最大心鎗数

3 最大収....血圧
4 心銅像泡加分{最大心舗数一安静時心鎗数)
5 収繍..，祖E槽加分(憲大収...血匡安静時

収...血医〉

I l 

la回帰分併と AlCによる愛飲温択|
、v
4腰場傭回帰係.. F値{櫨'"

O心鈎敏相加分 0.47 6.2ω0幻

11Hbtrlil鐙吉野組閣僚敏 O.4~ 

同様に....防負荷紙厳にお砂る指相"を脱甥....とす

ると.r"'O.41と弱い穏凋ながら心拍数増加分の寄与

が大きかった{表2)

u学と11'撃の線引...位の相遣では，舘，..または7に
有""窄を毘めたものは"事で"全員.11併では 11人
(79 %lに..めらtt.， 3 VD患者のほとんど位seg.6ま
たは7の狭窄を包めた また，各S句m伺"撃に行った
が倹定では，鵠8'.11のど傭が8.8と比般的良好であ

った{褒3)

S考.
背迫骨因子'"静哨同"・飽の指割前では，安静時£峨飽

の運動持続局間への寄与は少なし飽測度の寄与が比

叡的大暑かった とれム安"時心複飽から運動樹容

飽を予測するのが砲しいことを示日後するとともに肥測

度の寄与が比較的大曾いととより.3 VD息者の治療

において.運動耐容院を向上させるためには.over 

weightの是豆の錨導も.要であると考えられた運動

負荷にお砂る掴棟ではt 負荷符の心拍数多・加分の寄与

が:.1:1:;'・礎的大倉〈。運動時の strokevolumeの湖加が乏

しいためも始散の槽加で心拍出量の増加を維縛してり

る可能性が考えられた

"容と11群の後増榔位の相違では。提g.6，7の有怠

線引修は商群ともに過半数以上¢症例で認められ。開館

伎の有憲狭増の有無により 21写を判別することは耀し
< .関g.l1の有'"実瑠の有無により。どちらの群に属
するかある程度の予惣が可能と考えられた

s結箇
3VDの還駒耐容能を規定する因子につき統計学的

方法を閥いて検討した

"3 1tf.と置"のCAGに綜けるを突事筋位の相通

有章旗帯，+，の人敏 | 

Segment No ". '''' f・

1 s 3 2.1 

2 4 7 0.2 

s E 2 0.2 

‘ 
5 1.8 

5 1 。 u 

6 4 a 。7
7 6 6 O. ， 

s 1 。 1.5 

9 

ヰ
a s u 

" 
。 2 u 

11 s o 8.8 

11 5 9 0.5 

13 2 ? u 

" 1 1 。。
15 1 。 0.2 

16 10 
1‘ 。。

1 湿動持続時聞を基2・2使敏とした盤回帰分析にお
いて

(I)背景因子および安静略心峨飽の指標10項目で

は，胞濁度と年働

(2)運動負荷隊敏広お砂る掴割高5項目でほ...勤時

の心拍微増勿分

が"々寄与していた

2. CAG所見では 遭動待線開噂聞が 6分"下の静

1<:: . sea:.11の有窓淑市を持つ伊が多かった。

I '"院
II Podrid PJ， Grabo}'1 TB and Lown B: Progn個 8

。fmedically treated pati担，.. 抽 coronary-
aπεry dise舗ewith profoぽ泌 S7一民事="

""開011during e柑C噌剛I唱• N Engl J 
Mtd 30$; 1111， 1981 
2) MiIler TD， Talierdo CP， Zi問問Ister.AR，et al 
Dω阻 go吋 exerdse performance identjfy 

patients w抽出reeves鍵Idisea民 andnormal 

left vω凶cularfunction at low問 klC;1"ω.脚"
80 (supple. 11) : U-ω19凶9
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虚血心におけるジギタリスの心電図ST変化

および運動耐容能との関係について

北角憾遭・ 漕水完悦・ '"ロ竹男・ 川辺叡之・ 新妻一夫・

西山慶子・野呂忠諮・露崎規夫・ 木川図隆-'

ジギタリスの安"時および運動負荷時心‘図のST
-τ"分への彫.は有名であるが".. ，，1)，虚血性心疾息で
の繍肘は非常に少ない そこで虚血住む疾患例にジギ

タリスを使用しトレッドミル紙畿を行い。ジギタリス

の急性胤慢性リ紛の心電図上のST節分への彫曹，遺動

耐者写能におよほず効果“を検討した

5 対調院6.ぴ方まま
対象は心不全を認めない虚血性心疾患 12例(平勾

57'健全650)，金例男性でおった肉眼は陳限位下感心

筋使11'例，針作性狭心症6例であった 運動負荷鼠

酸前 2-'週以内の~峨カテーテル検査で，際旧陸梗
塞例は右冠動脈に....の責佳血管が存毛主しさらに友前

下行後あるいは閤錠伎に 75%以ょの有窓狭窄を認め

る6例を，労作色銀地症は主要冠動脈に 75%以上の.. 

質的短齢脈夜明言を示した6例であった 左重進膨での

友重事出箪"凶土16%， A飾市酌線視入亙}は主9土7nunHg

z左E重a忽宝裂劫得期庄{包LVEDP刊)は 11，土，，~

まずジdギvタリス使用前(Bef，お。，，'にm。ω<li5“Bruト閣羽
の'"町σ瓜t。侃，，1を用いトレツドミル{フタグe鮭土a観提トレ7 ド
ミfルレ色MAT-2切0ω)を錨行した 運'動防中止は遍，常智のs炉

a叫.，.. "μt。叫ml伽imit凶dで行つた遮動同吻刷ド判}は主3鈎ω移f竃事に心
.回記録1血圧測定を行い，心電鴎から各筋縄のST低

下 (STd)およびST低下の飽和lSTを求めた a 

た速動中の呼気ガス分析{ミナト医化学社製AE-2ω

使用}は.10移..に体.あたりのa農業第取量rvO./k討
を測定した 創眠気佳代樹闘値 (AT)はBeaverら"の

V-slooe ~告を用い求め. AT時と般大運動時 1，回kl

のVo，/kgを求めた
ついでジギタリスの急性効果をみるため.... 

.jt屋大字医学梅内側
('1' 228問問 1-15-1)

lano唱泊eO.4mgを静注し。使用1時間後 (1H)とむ

簡の血中漫度が.高舗を示す5時間後 (SH)にトレッ

ドミルを行った さらにジギタリスの慢性矧の彫・を

見るため.，脱出 0.25πIg/dayを2週間経ロ使用し

2週間後 (2W)に鉱験を傾O返した

運動中止基調陣院すぺて Beforeに噂じ lH.5H， 

2Wとも同じ基調障であった またこの期間中の併鯛藁

はすべて変更せず継続して便局した

s結果
選働中止は。 2mmμ」ヒのST低下8例。下肢倦怠感

3飢胸痛2例であった

ジギタリス使周前後の4縛点で安静時'.AT時，

，..k時の血圧，心総数には有窓な遣いがなかった

1. 11. llI， .V，. V.-V.のBeforeと2Wでの安

静時およびAT時のST'を後1に示す安併時の比
般では。 2WでI以外の金鰐導でSTが低下した AT

時もII.1lI. ，V，. V" V，で僅忠下した しかしその複
，.は安"時ft大0.06mV. AT将殿大0.03mVとわず

かであった ISTb Beforeに比し2Wで安静陣。AT

時に増加した

4時点での運動時間.ATVO./kg. Peak VO./kgの

値を示す(袋21。運E動時間， Peak VO./kgには有窓

差がなかったが.AT Vo，/k:gはBeforeに比し 2W
で低下した (p<O.05)

ジギタリス使用前の念デーテル時の安静時LVEDP

1:: BeforeのATVO./kgの聞には有意な網"はなか

ったが，図1左に示すように 2WのATVo，/kgとは
r"'0.73 (p<O.Ollの関係を毘めた またBefore1:: 2 

WのAT時のVO./kgの変化と LVEDPとは.r '" 
0.69 (p<O.Ol)の網開があった〈図1右) すなわち

LVEDP 15mmHg以下の例ではジギタリスの慢性使

用により ATが低下することが示された
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AT" 
Before ，w 

0.02士0.02 ι"土0.02 O.∞:t0.02 0.01士0.02

II 0.02士0.07 -0.阻ま日前H -0.01土仏06 -0.03主0.05・

口1 。伺土0.05 -0.02士自白" -0.01土0.05 -0倒土0.06'

，V， 0.01士。.05 ー自白土0.06"• -0.01土0.05 -0.03士t田・

V， 0."士O.伺 O.却土ι仰・. 0.17士0.11 ι16士。.10

V， 。.22%0.10 0.16土仏側" 0.15士0.12 ι13士0.09

v‘ 。lZ土0." 。儲土O剖・・ 。‘制土0.02 。白土0.01

V， 0."土0.06 -0.01士自随H O . OO :t O.O~ -0.03主O.国・

V， 0.01士ι回 -0.02土0.04・・ 一札01士0." -0.03土(1.03・

。"'12，mean土50，'p<O.05. "p<O.OI {単位 mV)

書 2運臨時/11.AT tOJkr， Puk VOJkrにおける?ギ.リスの鹿.

E除，，~

(由=12}

Exerdse time 
."土1伺

，"') 

AT VO./k. 13.2土，..

(m刷 I向

Peak V~/k~. . .. . I 
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図 I"鯵樽LVEDPとジギタ1);ス使用2週間後のATVOo/.血gおよび使用前
"週間後 ATVOJkrの変化L({.dATψo，lk..lとの"'"



S勾.
"自の成'"より明らか"心不全を隠め縫い虚血性心

疾."聞で陣。ジギタリスの使周によ9急性織には修・
しないが.慢性期η2W時には安"時およびAT崎の

省憲なST低下と AT時のu.裏取.の低下が生じ
た

ジギタリスの安"時および運動"の心電図ST低下
の線しい自民，.は明らかでない.今個怯衆きなかヮたが，

.りウム.の‘."町通'"の度化は"かヲたし，血照グ

ゴキシン."，.の関係ほ毘惨なかで，た Sketchら"

は，正常者関例に 2ill閣のdigoxin11法銅像に子νヲ

ドミル隊"を行いお%に展自.性が生じることを線告

している きらに彼らはs匁問極過を慨舗揮しジギタリ
スで疑悔憶を示したものは別lbclinicalな窓動脈後窄

を表わしていた可能伎を述ぺている

次にジギタリスにより AT時a模様取.の低下し
たu ，不明でるるが，ジギタリスに陰陽性変力作用
があるので心筋組胞νペルでの信網個略取盤が槽大し.
血が生じた可能性もその圏と健司される剖今回の

成績から...血性心寝息例でLVEDPがJE需の.合ほ
ジギタリスの使用には遺動耐容健の留から主主窓すべき

と考えられる

S値.
心不全.伴わない虚血性心...."にジギタリスを使

心鰻 Vol.24 SUPPL2 (19世) " 

F脅すると。 a単位糊には明らかでないが優位剣には程度
の心.図ST低下告示し目ATからみた運動樹容艦隊
低下した.
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PTCA後の心筋血流評価にお砂る

負荷心電図の限界について

臭図和美・ 野原隆司・小野智司・I.H宅ヒウッディン・

神原魯文・ 河合忠一・

PTCA治療がー般化しつつあるがとれに対する

non-mv関，..な血器使改轡際価滋が麗裂となっている

現在では。負荷心電図同心エコー町"τ1心筋シンテ
刷飢er".SPECT<)). Positron-Emi回on-Tomogra

phy (PET)唱が利用されている今回，円 CA前後

の負荷心電図と負荷'''TI心筋シyチの比駿倹耐を行
い.PTCA後の血況.. 笹野価に2白ける心電図解析の限

界について倹'守した

8対象釘よぴ方法
症例の遺恨は PTCA前後に負荷心電図{トレッド

ミル〉およびエルプメーター負荷捌T¥シンチグラフ

ィーを施行して~り，かっ PTCA に成功し忽動脈途彫

よ再後噌のない慢性期の寵例とした.選動負荷"'Tlシ
シチグラフィーについてはs名以上のスタップで合厳
し.，虫色無変化0・化の3段踏に分概して倹討した
震例敏は"例で(男女=32:10).~安心盆(A.P.)21

例，使君臨a昼夜心盆 (M.I.)14例.ACBG術後.. 心症l
例であった.平勾年・$1160:日根で(‘1歳から 80・Rま
で}病変驚働腺鋭敏は。 1綾錠庖が 2閣例. 2綾ほ 16

例. 3伎は6例である PTCA後より血視野信までの

期間は，負荷心‘臨検査で8.6:i:‘ 88.負荷シシチ倹

査までは lO.1;t5.4日で両者に有志望Eはない.

S結果結諭
PTCA後もむ電留でST低下が残るもの惨50%存

在し，釧T1y>，テでdefectが変わらないものは43%

であった一方負荷心.. 図上改書調憶が21%であるのに
対して"'TIシシテで1;1;45 %に改.をみた疾患別で
は狭心症(28例}でIO'TIシンテ上57%に改轡をみた

.東.大学医学..，肉糾

(，. 606 *_m曲目醐原町制

が，負荷心電図で1118%で...と得価されるにす.な

い心筋寝酒ーでは心電図で26弘 '''TIシンチでも 20
%が喰普という結果となり僻価が低〈なる{図Il.

次に PTCA後にも負荷".図にST低下が残る症
例"を検附する図2はζの"をさらに肌引所見によ

り，改・...変化，率化〈各々 +.0，ーで示す}の31.
に分領したものである よ段に示すように負荷心‘図

に"・をみ.，ても"T¥シンチで評価で書るものは。

決心症例が圧倒的に多い (AP:MI=lO: 1). LVG 

score (正敏o.偏班繍1.集収鋪2.心室宿引では
AP 1.0， MI3.0とこの"で陪盛運動."の程度が少
ないとれに対し中段に示したように.PTCA後にも

負荷心‘図のST低下と kもに， a・'TI~ν ンチ上も
"'，出を示し膿血を示穫された"でI;i，AP: MI=2 
6とMIの比..が高〈なり.LVG ぉ~ーも上昇し

AP=2.5. MI=6.6と髭遭動低下が強くなる傾向があ

る その他病夜筏敏やPTCA後の残存狼噌..が

PTCA施行舗と同校か異伎かで比厳した治合，有"な

2町内川，MIでは，同校，保枝に隷穆を残す渇合に改
.の評価が恵〈なる傾向がみられた .た図に院示し

ていないが.，.夜鶴(前...下聖)の差による結果への

影.はなかった梅グラフ右舗の項目である負荷時の

溜動耐容時間，およびグプルプログタトについては，

PTCA後ではいずれも槽大した

1. .. 例

PTCA前後にお防る負荷心・E図でST低下の改普

がみられず，負荷2・'TI心筋シンチでは血猟が噛書した
症例を'"す{図3，4) 

11重病変の挟心症で前下行枝6賓の90%狭窄を
PTCAにて 25%に聞大した PTCA前後ともに

B~.滋程よるトレッドミル負荷で心電図 I;l II ， m. 
V.， V._..のSTが水平下降した 方.'・'TI'U筋シ
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した PTCA後早期には，特に決£告で血塊改轡と心
・図改轡評価の援が幽る渇合が多〈際価陪偉くなるの

で.D.Pや遭動薄咽等田園子を方由来する必要があると
思われた.
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ンチIlで， PTCA前には負荷時前盤に'o'回..よぴ
~lay.で開"に問"rl岨侃を認めたが. PTCA!l 
にはdefeetを毘めないE常所見に改ーした

s考a
V同A後のOl"評価につき.mva盛時な方法で儒脚

間宮.，をみた頓告制でも.PTCA置後では半微にのみ
tlow reserveの改普をみている 血管関大後の心筋血

漉改普メカニズムの亀貧富すとともに.metaboHc sれ凪

"''''やelectτ回 Istwmingを考慮して，血.. 波書評価

を実施する方訟の"織や時期の決定など， non~U\va 

創切なPTCA後血塊改普静価をより稽突なものにす

る検肘が留まれる.さらに。今回同検討のように，心

電図評価の限界を知，.負荷蹴厳罰咽...・に濁船時間

延長 ダブルプロダクトの上昇という項目も.. 拠する

ことで負荷心電図による改谷野備率が向ょすると恩わ

れる また負荷検賓の場合，彼峻者の検牽への不慣れ白

倹者による負荷跨点判定の欄遣も 倹査所見に釜を生

じる原因のーつになると恩われた
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本態性高血圧症の運動負荷時反応性

に対する加齢の影響

岩国次郎・ 斉蔵俊弘・ ~饗教之・ 山本和利・

山図憲司郎・ 幽口不二夫・ 稲垣義明・

本館性高血圧症にお砂る運動負荷紙通貨の心血行動鰯

の反応性は.安静時血犀値あるいは隼舗によって差異

が見られることが掴婦されている 今回袋々は，男性

本観性高血E症を外来時の血豆鍾により分領し，さら

に!o飯倉庫に層別し。退勧負荷紙調院に対する反応性の年

代による百出正鴛血度"との"...検討した

s 対.と方議
明らかな合併症を有さない"2例の男性を対象とし
た。外来坐依血圧が需に収.~Mlω間nHg以上か
つ訟自慢期血匡95凹 nH，以上を固定型高血圧 (EHl，

常巳 140/90附 nH，来測を正常血圧 (NT)とし，それ

以外で鉱自民剣血圧90mmHg以上を境界慰高血E

(6H)とした運動負荷賦験は臥也自転車エルゴメー

ターを周い， 1.2おW/kg6分間四行した鎗"'"的検
討は分散分析にて行也、本文中吻有窓愛は伺修代の正

常血圧"との差を示した

. "静ef.aD.:行動態
安静臥位の血圧値は外来血圧と問機NT，BH. EH 

の.. に高値であった(図l.t段}安静崎心錨歎 (HR)

ほ"..台のBHで大であヲたが，各務聞の釜および

加働による変化は明らかではなかった{図2よ減)安
併時の心係数(α}院各鱒とも加"により滅少し，若

匁の BHで大なる傾向にるった{図3上段〕安勝湾吻

全末柳包貌 (TPR)は。各鮮とも加働により泊大した

が各年代に.いで高血庄野で有窓に大であヲた{図

4上段}すなわち"紛時の血行動餌では，加働により

CIの減少.TPRの治大がみられ，若年 BHでは HR.

CIが犬であり.TPRは各辱代において高血圧"とり

-千3臨時医学醐3剛
(司"網干罵市中央区.，・ ¥-8-1)

。

。

.，" '" ・l
-18 _29 -31 _"11 -58 仲抑

悶. "静臥.m血屋個別{土>>1温雌鱒硯箱吻血屋".，
(Ex))(1f>験}および収縮期血屋上昇<<(.dP.)(T嚇}
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" -18 -2・ ." 

o 
制

-" -28 -38 -・9 -59 例町".
園t ~...""俗敏 (HR) (上段，，還働時心鱒敏(HR
(E"j) (闘争It，および心千台隊指加度 (LlHR)(下段1

わ砂 EHで。綱大していた

S還動負荷時血符.. 鎗
負荷開収.'"血底値{向(Ex)){園 1~段}はいず
仇の隼代に.いてゐ高血座"で高舗であったが， NT 

でほ加齢によりJヒ易し，EHでは国鏡台以降で低下す
る傾向を示した 血圧の上界11(dPs) (悶1下段，.
NTでは加 自により楢大。BHでは若年で崎町大， EHで

は5，*'台以嶋で低下する傾向を示した運動負荷時の
a医大ω循敏 (HR(Ex))(隠2中段，，心拍..の湖加，.

心腹 vω24 SUPPL.2 (1銅2) 19 

量日常t払

.・
" 。。
。

園， R鯵崎心係敏(CI)(上船，温動停b偏敏 (CI(ElI;))
{中隊)I:IJ:ぴ川崎験噌加度 (4CI)(下線)

(dHR) (図2下段)1;1; NTでは加"による明らかな

..は.. められなかったが，高血反"でほ。 HR(Ex) 1:1 

よ{}.dHR.!:: bに若年寄において NTに比して増大し

ていた NTでは，心係散の測臨!It:'d叩咽3下劇

"加"により勾大しω.以土でわずか区減少，負賓待
心偏敏の..剣値 (CI{Ex)J(闘3中段'"加鴎による

.."明らかで"な〈ω.以上で滋少した BHでほ，
dCl， CJ (Ex)ともに若年持に嶋大して."以後援少
した EHでは20陵台~‘0・R台車では.1<:1.CI (Exl 
ともにN千との2をはみられなかラたが，関.台以上で
はともに減少した.運動による TPRの減少度'd
TPRlは図4下般に示すように各"ともに加"により
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1119h" (n=15) Low" (n=l1) 

鍵 L

岨

四

四

回

直*.1
.脇佳+
謹盟主

L .. E， ， H。 』

H。
悶 1還財I!tRPVCの圃uとホルタ w電路のPVC
.，.，.の関溜
Ex: j(目的負荷猷厳 11。 ホルター心‘閣

ぞれより多く。 7例では 500 個以上(7明、~鎗5個〉で

あヲた

ぉpvca盆度{悶1l: HighDにおいて，運動負
荷時 PVCの量盆，."，単形性lん多形性3人.，連発

4人. 3逮宛2ん多形性と'-3逮掲5人であった
が，示ルタ』配線路には PVCt"rし3人白.形性6人，

多形性S人，多形性と 4連発1人であり。a症度が低
〈なる傾向にあラたLow"においては..盆，.が箆
化しない傾向にあった

s考娘
.. 研究により...見上健康人ほおける運動旬発PVC

には。運動献の出現縛式から2つに分繍されるこtが
わかった運動強度の強い段階で限発される PVCに

は多形性や連発など."'，.の高いものが多いが，日常

活動中のホルター心電図配線では PVC個散は少令

<. .鑑皮も低い渇舎が多かった -11.運動強度の
..ぃ段階や負荷終了後のむ拾敏下傷時に幽現する

PVC It単彩色の震錠E貨の低いものが多<.日常務動中

のホルター記録でItPVC鍵倣が多い傾向があった

一般に還働負荷ほ PVCに対して仰制約にも促温的

にも働<>されている 附省の銀序として心拍微増

加に伴う発生と釦倒が考えられ，後者の観点ドとしては

，，，.神侵精勤の槽加の関与が考えられる"本研究で

示したLow併で怯 PVC幽現のむ拍散の怒のような

ものがあって，比般的低い心錨"でPVCが出現ずる

のでホルター配録暗にも PVCの.. が多いむのと思わ

れたこのような例では1ホルター記録持の PVC出現

む抱散からもわかるように安"時にも PVCが見ら

れる渇舎もあり，運動?包帯の点で陪ー般の心室期外収

.. の扱い方と肉織でよし憾に餅隈が必要ないもので

ある 方.H唱h却の織合除。運動負荷強度が強い

段階にお砂る雪之修得鍾漏蜘が関与し，運動負荷猷臨時

のような過度の交感神経緊張のない日常生活活動では

PVCの散や重盆，.が低いものと考えられた 間前鮮

の・合は1 過度の運動を選妙るように指導する必買が

あるかも知れない Higb 鮮においてはm密検奮とし
てホルター心電菌検査証を行っても得られる情絡が少な

いものと恩われた また，いずれの揖舎もホルター記

録符のPVC幽現心泊費吹は運動負荷時の心舗徹より億

七日常生活活動中と運動負荷鼠験中の自鯵縛経活動

の盤があるものと恩われた

s舗.
外見土健康成人にお防る運動幌発PVC併において

遷動負荷碍PVC幽現様式とホルター心電図所見の比

肢を行ヲた渇動負荷時のPVC幽現の時相により 2

8・鋼に分顕した鍋倉ホルター心‘図配録時のPVC

の特徴が輿なった

! :<献
1) Barrett PA， PE比erCT， Swan H1C. et al: Tbe 
frequeney and p明.."ぇeSIlmifieanee ot elec， 
針。cardiograph別cabnormalities in clinieally 

normal individuals. Proll白 rdiwt=DI$ 23 
299，1981 

2J川久保相官。卿掴朗子。青木和碑ほか外見上個室

康成人のメディカルテzックとしての運動負荷む

.田所見とその方法について J向 JE/"師僧F
d伽()kigy10 : 463， l~。

3)Cσ国間IP， Zimmerman M and Br，制 tanoCF 

Exereise t留t:aπhytbmogenic or antiarrbytb 
mもc?Rate-de同時neyvs.. adrenergic-depen 
d刷eyof taehyarrhythmi~み Eur Hearl J 
8(釦ppI0):7，1錫7
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副主:器

• .. 

叶・ ~H _H  叫 4 ・0_1" 

闘. ，陸自陣時金宋柳伝統(TPR)(上段)，還齢崎会求檎~
続 (TPR(Ell))(中劇綜"ぴ金，陵情.. 銚"少~"
TPR)' (乍殿}

細大し，各年代において高血圧群で大であった 負荷

時の TPRの絶対値 (TPR(E"，))(図 4中段〉は各都

とも加齢により相大し，高血圧"で大でるヲた.すな

わち，運動により高血圧群に叙いても TPRは減少す

るものの，依然その絶対値は高血圧都で大であった

また BHのTPR(Ex)ほ若委事者では NTに，高働者

ではEHに近い備を示した以上運動痔吻反応慢は，

若年BHにおいて光造しており，血庄の上昇加紛に

より運動時の反応盤が低下した

s考機およびまとめ
血亙値あるいは隼齢により安静縛および運動負荷岬

の血行働H慢が変化することが示された 若隼者の BH

巴おいては安静時の心係敏および運動時の血圧，心錨

..，む係数のよ昇反応が犬であった。ー方高齢者のEH

では運動時の界毘表応や，心係数の増加，.が小さいと

とから<....患の値下が示唆された また若年のBHと

EHとの聞には湿動時の反応性の釜"が膨められたがま

高齢の BHは，運動闘の心係数の増加が少なし運動

時"全末情抵机の絶対価がEHに近いことなど，阿年

代のEHとの聞に陪明らかな血行動蛾上の建網はな

いものと思われた

運動負荷に対する反応性についての検討では。対象

の年齢あるいは血圧隼症度，負荷方法。負荷量により

異なった報告がみられる恥"しかし，今回の検肘で切

らかになったように高血圧瀞の遺勤時血圧俸は，正衛

血圧鮮に比し高値で~"浦町血æ..の目儒生活におけ

る血E僚は正常血圧静より高価であることが予怨され

る，このことが.Deverω， .'の指摘するように高血
圧の合併症を巡燥させる可飽性を牙唆ずる.また，全

米初錨初;bl運動により"'"することは，高血亙君事にお

いて綱大した全末綿抵抗も . 選勘~どにより低下し得

るものであるととを示している しかし運動時の金宋

繍抵鉱の絶対値は，高血屋書容でやはり高値であり，内

鴎性の前温訟でほ"護できない変化が生じているととが

考えられる

以上。運動時の血行動観.考aするとkにより，き
め細かな高血座症のE診断，治a震が可能になると恩われ
た

S文献

1) Julius $， Amery A. Whitlock L5， el al 
1日 of!l.ie on the hemody吋 response

10 exerci鍵 α作..陶偶 36: 222-2初，1鮒7
2) Amery A， Julius S. Whitlock LS， et al 
1，，"，刷ceof hYIl岡町叫00"山εh=吋ynrunLC

'"明nse10 exen::iseα'rcula働"鉛 231-237，
1967 

3) Broll801l L， Wasir H， Sannerstedt R 

H=ω戸嶋miceff釘tsof stat別巳翻ddynamie 
exercl鎚 inmales with a同erialhypertension of 

varying severity白"切-I%SCRt$ 12: 269ト'"
1978 

4) Devere山 RB，Pickering TG， Harshtield GA， et 
al : Left v創出C叫arhypertrophy in pati飢U
W出 hyperWl.sion: importance of blood pres-

制定… ω 岬 larly…一
αrcufs1i1m 68: 470-476， 1983 
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随時血圧値による健常者群および本態性高血圧患者群

における随時血圧備と携帯自動血圧計による

血圧値の関係について

山蝉俊夫・ 図村康ニ・

近年.ABPM;護軍の普及により。随時"'"備で院と

らえられなかった血圧の変動が存在することが明らか

にさねてきたこれに伴い随時血匡値e:ABPM測定

健との遣をが問題となり.ABPM測定値での血圧骨価"

甥について現在留々の研究が行われている泊釣今回

貌々は。随時血a値が。 ABPMの解析鑑と如何なる相
側を示ずか検肘してみたので線告する

s対.. 
1988年6月から 1990年，.に当科外来を受修した

191人で外来値.. 血庄の3聞の平均が収縮瑚血IE14(} 

mmHgかつ盆盛期血圧90mmHg朱測の"..静78人

(以下N砕)ム同様の血匿の平均が収....血反1<0

~Hg または鉱議期血圧船閑nHg 以上を示した来

治療の本館性高血B'"患者113人(以下EHD)であ
る。EH鮮はさらに 1978写の WHO葛績巳より境界隣
52人(以下B僻)と高血圧勝61人 t以下H'"に分銅

した

s方稜
線網野自動血圧計ABPM図。(日本2 リy紙製)を

用いて，血匿を3c分毎に"持問測定し，彼自リズム

についてCosinor務を周いて.MESOR (midline 

g武田温tingstastics of rbythm)を求めた行動惚録を

もとに日中活勘矧{以下A'"と夜間安鯵臥床期(以
下R期}に分仇各々血庄の平勾，繍噂偏差を求めた

随時血医健と M田 0.およびA期.'Ol血圧の平勾価

との相関について，各都新，男女別に検討した なお

倹定は t 検定を'"~ ' . p<(}.05を有窓とした

.山製医斜大学績2内制
('1' ~(þ9諸 山制限中巨摩....町下河東 11ω 】

S鯖果
各群の随時血圧舗と ABPMによる解析値

(M田OR.A期。.lOI血E平均鍾)を表1に示す N 
"のA闘の収締期血亙を除札ABPMの解析傭は値樽

血圧値より有怠に低催告示した

次に各.."の随時血辰也と ABPMのMESORお

よびA.乱'lOI血圧平均遣との相関係激を表2に示す
男女合わぜた全体で比敏してみると，同一野内では収

縮則。鉱さ長期血箆とも MESOR，A期の血箆平絢瞳と

砲時瓜説室舗との組関が'lOIの血a事均値に比ぺやや大
畠い傾向を寵めた N詳の随時血圧舗と AB伊Mによ

る各解析値との相関はいずれも E剖僻より大であっ

た H"では有窓な正相聞をEめたが.B"での縄開
は小であった

さらに男女別に.相関係散の比較を行ってみた 金

例 (N幹+E沼鱒}では。収縮期血圧に2甘いて俗有怠な

男女差を寵めないが位張期血圧で陪 MESO.および

R綱同血庄平均値において。男性に比ぺ女性で栂闘が

小であった各務毎にみると.N鮮で陣どのABPMの
解折鍵も有意偉男女差がみられないのに対し EH毒事

では鉱張朗血圧においてM田OR.A期およびR朗の
血医平均値のすべてで，男性に比ぺ女性で伺刷会Z小で

あった さらにBD，H騨に分砂てみると商併での相

関...は全般に小さし特にB併の女性の鉱張期血圧

では繍腿係般は隠'<0であった またH"では鑑張期
血圧のMFSOR.A期および.10の血圧平勾圃すべて

で，男性に比ぺ女性で抱閣が小であった

最後に別調1'f.>I"で綴告したごとく.byperbaric index 

を個々の症例で求め白収繍期血圧の'"信よ限を!.c

mmHg.hr，鉱犠Z開血伍の上慢を(}.2mmHg.hrとし，

この範簡に入ったものを ABPMのま曾範圏とした

この場合の.ABPM測定値と趨鱒血医健との関係を.. 

3に示す ABPM棚定値を筆削除とした治会，収縮期血
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襲 1&Qgよぴ高血屋"にあ1ずる随崎血圧値ど ABP4島解掛値

Variabl曲 NI! EH" ." HI! 

人敵{男宜) {人} ，S(踊:42) 113(52・63) 52(21・25) 63'詞・踊)
齢(膿)， 43:1:13 S4:!:H 56:!:U S3:t13 

lZl:!:lO l白土" U3:!:9 '63土15
ABP解析if (mmHglI 

MESOR 116:1:10'" l計士15"• 1担士12・・・ '"士"・・
AWAKE 121:1: II HH:15“. 137士剖・H '"土師H ・

l<EST 1帥士10'" m士IQ'" 12日士15・・. 1却士18"

随時血E値 (mmHg)' ，.会9 95土11 開会7 9昔士10

ABP解析iI (mmHg)' 

MESOR 闘志6・H 闘士10"• 77:7・・・ 闘士11'"

AWAKE "土7・ 制土10'" 80土7・・・ 腕士11'"

l<EST 63士7・H "士12・.. 同士'"・H !5士回... 

I Valuωare mean企SD

'p<O.O瓜 ・'p<O.OI，.甲山∞mllaredw山 casualblood問一
ABP=a帥 川.1atoribl00d IIrea'問。 M回OR:oZ4鴨川血圧平崎
AWAKE_S命活動期血庄平均，

N" ，叫)0噛朔血圧'"蜘mH，
EHQ (高血AIf)=収ltM血座孟"伽四泊H，かっa悶OOJl!l.Aoz:鏑>mmH，
BtJ=HOllo収備期血医<"伽nmHB'..た肱90.位張Mdn.a<95mmHg
日欝=収.~血座通"伽醐H，かつ鉱張炉血圧副ISmmHg

事実s性語札隼代別の MESORの鈎%信網限界u，骨髄園とし'"・合畑ABPMによ
る血疋舗と陥同血圧舗との関係

取値期血圧

高血E
，+ ， トー】

高血圧(+) 関人 9人

【ー} a人 "人

曽田itivity'=伺%
耳目d両dty'-63%
predictive acc凹-acyf=75%

医では，ABPM測定値."場とした楊合の随時鹿屋傭

の拠出itiv比，..似:cificity.predietive accuracy.収縮
期血圧では各々88%.63%.75%であり，鉱張期血医

では各々 &5%， 16%，79%であった

5考按
今回."車排および本輝性高血圧Z撃について随時血
圧値と ABPMに基づ〈解析価MESOR.A期抱よぴ

R，.血圧平均傭との相聞について倹Zずした N"より

EH 鮮で，随時血底値と各解析傭との縄関は小で，特に

境界，.)群および女性の慾2盛期血圧で，との傾向は鏑

紅型期血圧

姐時'"歪 高島匡

ABPM ( +) ( -) 

高血匡，+) "人 '"人

， -) 90人 95.人

情，，，e s相PtA岡M山B耐LPeiMtvtvtのye ya h88% 

白a血c庄四慣"を"基h掴河と%した場合

〈みられた。随時血圧憎が高血圧で.ABPM測定値が

疋需の鮮と.随時ml!E鑑が正備でABPM測定処が高
血庄の"が存在した 前者はいわゆる白衣現像の関与

と響えられるが，後者は，いままで随時血圧倒だ"で

砿見泌されてきた可能性のある高血圧併であり。この

鮮の畏期予後について今後倹酎が省墜と息われた 以

よから，自由行動下の血圧測定民従来の随時血圧僅

での高血圧'診断に比ぺ，有用であると考えられた.

s 文献
1) Halberg F 白 ronobiologyof human b。ω
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喪 2 轟2・a揮Sヲよぴ高血座"にお吋る随時血E舗と A.'各則聡待値との相関係数
NIH EH" 

a耳慣iatedvariab!-国
EH" N"  

EHI手 ." H" 

全体(揖女) 191人 n 113 m 創

CASUAL vs ABP MESOR 0.13'" 。，舶"， 0.~9' •• ..担' (1.44・・・
ABP AWAKE 0.13・H 0.61"・ 0.48'" '.M・ 0.43'" 

収 ABP REST 0.66" • 0.46・n O.H・H 。.23 。...・ー・
縮
男色 88人 ~ " 幻 " 期 CASUAL 四 ABP MESOR '.66・，. 0.61・ 0.52・H 0.46 0.49・・
血 ABP AWAKE .."・・・ 0.10・・ 0.41・・・ 0.50・ 0.45"' 

E 
ABP REST 。.62'•• ..~ 0.49" • 0.23 。.50'• 

女色 103人 " '1 " ~ CASUAL vs ABP MESOR 0.51・・・ 。切 0.41・・・ 。19 0.42・
ABP AWAKE 。回目. 0.51・ 0.49'" 0.17 0.43・・
ABP REST 札48'•• '.M 0.41"ー。18 ..~・

全体(男女) 1骨1人 n 113 " '1 CASUAL vs ABP MESOR 0.71" • 0.61"・。同・・・ 。.20 。.49"• 

ABP AWAKE 0.71" ， 0.61"・。咽50'・- 0.18 。.49"， 

" ABP REST 。+ηー・・ 0.57'" 仏..・・・ 0.07 。.44"， 
雪量 男性 88人 ~ " " " 期 CASUAL vs ABP MESOR 。."・・・ 世.師・ 札20・・・ ..刷・ .. .. ・H

血 ABP AWAKE 0.11・H 0.61・ 札制・・・ 0.55・ 。."・H

正
ABP REST 0.70・H u 0.65" ， 0.33 0.61・H

女色 103人 " .1 25 ~ 

CASUAL vs ABP ME日" 0.45・H 0.46 ι'" 0.02 0.26 
ABP AWAKE ...晶ーー・ 0.45 札31・ -.唱。1 。.27
ABP REST 。+鵠・・ 0.46 0.26' -0.03 。.26

j)< O. os. "p < O. 01 ・・・，<.∞1
CASUAL=阻碍..亙鑑白 ABP=am伽叫aωryblood P陀銅山e，MESOR=2oI剛間.a平均
AWAKE= 国中渚園町峨血星写:~， R回，=夜間安僻臥床朗血亙平崎

pres!間程， Hhω  A Medtro川c Seminar 
Medtronic Inc.， 1988 
2)図村康二時閣生物学と高血匡呼と循 38:115， 

l鈎0

3) J日間 GD，Pickering TG and y(re LS: The 
reproducib日比yof averagをM、bulatory，hゅno，

館事dcHnic pre掴"'伺1.Hy.伸包倒防鈍 11:54陥 1.88
.)石斧樽之，岩崎農 園村康二 S隆司野自働血反針
による健常者お4例の連続..時間の血圧ならび

に心鋪歓変化についての時間生物学的評価脈管

学 30:3(1夙 1990
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運動負荷回復期の陽性U波高変化による

虚血局在性の診断

高木洋・ 伎勝鎗男・ 笠松館・・

栗図隆志・・ 相原，.彦・・ 下村克朗・・

運動負荷以厳にお防る陽性U核の波高度化やその窓

畿についての検討は少ない 今回。梗怠のないー綾病

変例と正鰍冠動脈例で。運動負荷回復期に陽性U'支の
滋高度化の・.. 震を鉱み，それによる虚血局在性'診断の

可能性を検討した

5 対..と方途
1985 ~手 L 月から 89~8 月審でにI 虚血性心疾患の

診断目的でt陀 admill負荷猷験と冠魁鷹溜..，貧査を前

後2カ月以内に施行した症例から，有窓後窄 (AHAJIi 

"7市%以上}が1綾のみに櫨隠された"例と有憲狭

噌のない"'''冠動脈例47例 ω4下 NCA.I平)を対象

(男 107例，女32例。a李鵬57::t.8o:lとした心筋制度審
合併例や窓...性侠心，"，伝場陣書や心班員困劇の合併

例，'Ji帥略の有愈ST，τ変化例。錦不髭脈厳周9l)11除
外した.狭帯伎は右冠動脈(以下RCAIf.)が21仇左
宿線筏(以下LCXUlが21例，友前下行筏ωA下

LAD'博)が49例であった

負荷方法としては。症候慢界笹または璽.大多段階

連続 t~admill 運動負荷隙験を周い 心筋虚血の判定

は道行性の狭心繍の出現またはST低下J;・{上向型

ではJ"で L5mm以上!水平型下向型でほJ点で
l.Omm以上の ST低下を陽色)で行った慢性U浪商

の測定はi 安静時と閏復期のし 2分に。%からV，の
削胸鏑4続導で行"，各時点の心電図実況録の遠鏡3
心拍で測定したQ-QiIi織から陽性U滋の頂点までの
高芭の平均を陶性U波高とした 回復期l分にむ伺敵
増加や陰性U放出現ほどのために，陽性U波の頂点が

"電導*"理場以上で判"できなかったものは測定不

'.立循贋.網センター研究所

" 間 内利.. :.-1岡門

作曲胴帽曲 H 自】

能例とした

s結果
→綾病変幻例中57例 (62%)で陽性U'食粛の測
定が可能であったその波高変化を病変綾別にみると，

RCA" (16例)で依 4つめ全.."で固復鋼1分に増

商し (+0.5-、0.8mm.最大V" V.: p<O.Oll， 2分
には1分より減高した (p<Oω-0.01).LCX野(12

例)でも問機に。 1分に金鴎"で増高し (+0.4-0.6

~，..大 V" v， : p<O.OS-o.Oll， 2分に隠1分よ
り械寓した (p<O.05叶 0"白これに対し。 LAD'学

'29例)で肱これら'"とは対照闘に.V" 3で逆に
滅粛し (p<O.Ol ともにー0.2mm). 2分にはほぼ安

静時波商に復した 方.NCA群の測定可能17例 '30
%)でもV...で1分に綱高したが (p<O.Oll，RCAや
LCX"，に比し平JO"荷量 (+O.3-0.2mml院小さ
<. V...に有窓な度化Uなかった各電例の変化を，
RCA+LCAtJ仇LAD群。 NCA群の"字別にそれぞれ

の最大変化鰐導 (Y"v.. V，lで示した(図l)
各症例の..犬変化鶴場での変化.(.<1 PU)より測

定可能訓を図2のように分"，それらと測定不能例の
分布をグル}プ別に比験した APU孟lmmが NCA
鮮に 2例のみ， LAD欝では 1例もなかったのに対し，

RCADでは 10例 (48%1に.LCXI撃でも"時'l4
%)にみられた

RCA+LCxnの計"例中。.dPUi己l~の 13例
は金例が虚血陽位〈狭心哨または ST低下J;畑)で。陰

性OlH$1例むなかったのに対し，他の3c例には陰性例
が 11例 (37%)にみられた (p<O.05).志た，この"

例中， ..月以内に経，.的冠動保形成術また"窓鋤脈

バイパス手術がlS例に錨行されたがωそのうちg例が

，~以よ， 13例が 0.5mm以上の陥佐U&'省高例で

あり.O，Smm以上の3・.."例でのその締行.$(57 
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2・

， .' 

。

'"・内dLCX (V.) 
一" -c:~
「一u--"一'h

刷..，酬 'm.

LAD (V，) 

~c-" -~ 
，- O. --， rー..~

一一----------企

刷 Roc1 "'机 'm.

%: 13例)は他の 20'略{25%:5例}に比べ荷車で

あった (p<O.05)

HU孟1~ を RCA またはLバox鮮として病変筏
を推定すると，全体での惨断感受性は初%であった

が.特異性は99%と極めて良好で，症例を負荷以..陽
性例に限ると感受性は<1%によ鼻した

s 考割陸
運動淘明性険性U'実は 友官。下行岐また陪左主幹宮市
病変に符異色が高いと絹告"されて以来.11血燭在往
診断の鍋械としても注目されるようになった叡銅

方。陽包U波のII動による変化に注目した検討は少な
かったが，近年.'"谷川ら‘ま自掲または運動負荷によ

る狭心症錆作時の右前腕"".の寸畠性の陽性U厳増
穫が後l'皇位置血の繍橿となりうることを報告した

本抱負肘より。回復期1分の前胸"の燭性U渡は LAD

Z手では V...で経度減高ずるが， RCAとLCXDでは
V...を中むに V，~で崎高いその変化は前墜と後下位

a血で相反することが示された 1~以Jヒの省高を

RCAまたほ LCXI!をして，金139例で痢夜綾の抱定

を鉱みると その30%がE診断可能で。偽陽俊は LAD

S障にも 1例もなしNCAI容の1例のみで。特異色は"

%と極めて良好であった 以上より，ーー伎病変例の遺

動負荷回復期1分ゆ前胸鶴にお砂る陽性U波噌高陪

右窟~醐または左匝廃校狭司留による後下盆a血の局在

診断に特集慢の高い循担割であると考えられた また，

RCA. LCX静でk省高が明らかであった盛例はそれ以

外に比ぺ，負荷院験陽性調院や窓血行再処衝の施行事が

高かったζとから 本所見はより高度ないし広範役後

下盛虚血を示唆する摘機とも考えられた
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RCA 翁怒動脈狭噌例
LCX 左回線伎を実穆例

LAD左前下行倹製鋼'例
NCA 正常冠動脈例

回， .. 後UJIl高変化と忍袋帯伎との湖保
RCA 右鑑動脈後'例.LCX 左固..，変換噌例l
LAD: ti:附下行Ü:~.9'!. NCA 正常鰹船旅例

s 文献
11 '"聞nMC， Phil1ips lF， Morris SN， et al 

Exerc出回~'" U叫 ve mversLon 踊 a

marker of st悶 isof the left anterior discend 

inll coronary artery. Cjrculalion 60 : 1014←1021。
1979 

"山本真千子修隆司降，飯沼宏之ほか労作.. 

"'"におげる運動負荷時一過伎にみられる陰性U

滋の臨際的'"童心電図 5 絡3-389.1985 

31下野武俊，久保図功。池図こずえ，ほか沼周防負
事省後に出現する険性U援の趨E棄却定義について

日内会It6: 8∞-817，1987 
41長谷川浩ー..高原虫L沢山俊民。ほか狭心箆
時の右側胴図録導における一過性陽性U渡増高の

窓畿心.Al20: 1033-1039. 1988 
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冠穆縮性狭心症における

運動負荷時無症候性J心筋虚血の病態

青木.. IJ柳左門・ 作下彰・ 中村元匡・

窓隼繍性狭心症で".鉄心声策作は主に安静縛に起

こるJヒされている" しかしWaters?'川，典型密集心

症患者で運動によってSTよ昇が際舞き札ることを報
告し，Yas鴎ら"は。窓隼績が運動により限発されるこ

とを冠動卸海膨によって鹿めた 一方，沼・繍性狭心

症では，胸縄を伴わず。ー過性の虚血性ST変化が出現
することが知られているが， Araki .;.')鉱山ホルター心

‘図により心筋虚血発作の約70%他鋼眠症候性であっ
たと報告している今回続々は冠皐緬性貌心症にお

いて，運動負荷持に心"虚血が生じる盆例の臨床的特

徴について検討した

s 対・とコ防局長
l対象病歴よ安飾略狭心舗を有し，冠動脈進膨位

て有窓な..，町約沼叡智病変を..めない(内復狭卿.".

%未湖};oI， ergonovineによって窓穆績が震明された

25例を対象とした内釈は男性2比例。女性l例，平均

年"は"..である冠・舗の定績は，nitroglycerin 役

与下と比厳し， ergono別~負荷により摺質的冠動糊痢

療が 50"未測の盤例でほ.忽侠~..が，，%以上に，
"質的術家が関%以」ヒ70%朱測の症例では"'%以
ょに進行した楊合とした

2運動負荷心電図および負荷心筋シンチグラム す

べての役業は検釜施行24時閣附より中止した運動

負荷はtreadmillを用いB刊に:eprotωdにて施行し

た E，'脚"は，症状の幽...STのl岡田以上の.. 
血性低下，または 2mmJ;上の上昇.，院大至適心拍散

の"'%のいずれかに到達した時点とした。最大運動時

v・'T氾13mci俗注. 1分間運動を持続させ，栂像を
行った無縁蕩下にMいて，還勤時に一過性の心筋血

流欠割闘を.. めた例:i，1週間以内に，dUtiu醐 90m~
内.12時間後に再度負荷む筋シンチグラムを範行し

-訓M剛史学医字.循環'内線
{千四阿旗開 3-1-1)
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l遷動負荷テスト 遭動負荷時i 心筋シンチグラム

Jと血漉欠舗をEめた U例(陽性格).血施欠領をEめ
なか9た"例{陰性脚〉の運動負荷隊般の箱果を禽1

に示す.Peak HR. peak PRPは，爾鮮問に有"差は

偲めなかったにもかかわらず.運働梅線開閣は陽性"

で平均5∞.，30砂と陰性癖の乎勾."土90砂位比厳

し有窓に短縮していた (p<O.O則。陽性"では，湿動負

荷時ST上昇"払ST低下を4例に.. め.胸痛の出現
も4例院認めた しかし，他の7例は無盆候性であっ

た陰性"では， 心電図変化および'帽院院めなかっ

た

2.Diltiazemの効果陽性"の11例に対するd・lti
a~em90mg役擁後の結集老後 2 に示す無役員駆と比
鮫し，運動持続時間ほ 590士90秒と有窓に延長し (p<

...冶).心電図変化および絢繍は金例において消失し

た また還動負荷心筋シンチグラムでは田は零勾

U土16%. SSはS土9"凶ts/pointに減少した (p<
0.05) 

3沼"繍"位と血疏欠調鶴位陽性"では 11例中

9例 (82%)にergonovu程負荷時の多をま鑑・.を冠

動調遥彫上認めたが，陰性"でほ.14例中3例 (21%) 
にすぎなかった (p<O.051.また，陽性幹の多枝思厳錨



心腹 Vol.24 SUPPL.2 (lgg2) 

" 
褒 1遭動負荷抗験

同骨盤" 陰性幹

u例 "例
?eak HR(beats/min) 129土却 1"土11
p"担 ?R?(mmHg.beats/min) ".印。士宮.1卯 ..1仰土UOO
週動持厩時間(眠] 目。士130・ 620:1:剖
ST 変化 5 D 

胸痛 4 o 

HR : heart rate， ?R?勿stolieblood t'鎚刷I'e-raぬ produet.'t<Oω 

表 1.. 性騨でのdUtla鵬首の効鍵

Peak HR<beaU/min) 
Peak PRP(mmHg.beats!m;n) 
運動舟硯時間{副

胸布‘

Extent Score(%) 
Sever;ty Score (eounts/~回Inl)

.p<Oω 

例では 金魚下墜に血流欠損を飽め 3例に前盤およ

び中備にも血流欠訓を認めた

s 考省首および舗臨
..質的思動脈..'"を有さない窓・縮性狭心症“%

巳，還即時一過性心筋虚血を罷めた また そのうち

“%は無盆銀色であった 窓.臓を..，をする猷みは

舗々あるが，本研究のように選動という目常生活で行

われる負荷が窓.舗をもたらすことは重要である こ

のことは。針作嫌安鯵狭心症や勿作後心症にも，窓.

舗が関与している可能性を示している鰍TlUSシン

チグラムで位台心筋血旅欠'"がみられECGで陪明ら
かな虚血性変化がなかった疲例がみられたが，このと

とは心筋シンチグラムの検出事がより高いことを示唆

する 臥比，，~の前役与では血流欠織が金"でみら

れなかったことから，血涜欠損がartifactによるもの

とは考えがたい また，多校窓厳調留を有する窓側院。

高釧度に運動時一過性心筋虚血が幽明した 多綾溜息

筋の症例で陪 より冠血管の 100凶が高<..綬暗号発

想訟に対する感受性が高いのかもしれない 多枝窟.

鏑でほ不盤脈や突然死が起ζりやすし予後は不良で

ありへ運動時に心筋虚血を伴う鑑鋼陸繍性袋心鐙例は，

経過をみてい〈上で.，警と恩われた

. "献
1) Prinzmetal M， Kennam陪rR， Mer-liss R， et al 

無役買贋 diltiu酎"
129士30 1"土16

悶 .S伺士宮.1伺 剖 .1帥士1.3佃
5仰土I却・ 5卯土冊
4 。
油土21・ u土16
23:f:30. 5土9

んIlginapectoris. 1. A variant fOml of angina 
pectoris. Am ] Med 27 : 3町， 1959 
2) Waters DD， S剖achcic1， BouraぉaMG， et al 

Exercise testing in pat略的swith variant an. 

gina : resul凶.<0阿.elationwith dinical 制 d，ト

giographic featur筒 andprognostic significa町 e

Girculaoon 65 : 2出， 1982 

3) Yasue H， Omole 5， Takizawa A， et aJ : Exer 

tional angina pectoris cau俗dby coronary a同e

rial soasm: effects of vario凶 dn唱11.Am ] 

C辺rdiof43: 647. 1979 

4) Araki H， Koiwaya y， Nakagaki 0， et aJ 

Diumal distr加.tionof S下 agm剛 teJevat剛

and relal~ arrh同四国川 patientswith varト

ant angina: a 5t凶yby ambulatory ECG 

monitoring. Circul4tUJlI 67 : 995， 1983 

5) Caldwell 1H， Williams Dし HarpGD， et aJ 
Quanl焔c.ationof size of relative myocard泊1

'"泊凶iond，ef，出 by singl除 photl訓nenusslon 

computed lomography. Circul4tion 70: 10同!

"84 
6) Koy創刊i5. Tak剖羽taA and Nakam¥lra M 

α川 calcharacteris武闘ofs叫rlencardiac death 
in patients wilh vasospastic ar判官 、a.Jpn CIrcJ 
53: 1541， 19附9
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運動負荷時心室性期外収縮の連結期変化に関する検討

北村秀之・衣}JJ徹・ 都悶裕之・ 荻野和秀・

野口法保・ 土井智也・ 小竹!t，真鍛裕人・

溜働時，心鈎散の場加と伴、暗室性問外収縮，v陀〉
が銅制される現厳は日常臨床においてよ〈緩取され

る その..'"として，従来より 『高額度刺視により下

位の.. 所性興奮が如制される』とする考え却ち"over.

drive剖 pPfession仙teory"が隆晴きれているが，この

理胎を臨床的に爽医した繍告はない今回貌々は運動

負荷闘のvPCの連絡刻変化.倹肘し。運動による

vPCの初制舗U序について考寂した

s 対象と方"'
対象はホルター心電図にて vPCをーー目 10∞個以

よ".た"例(平均年働“土".，男性"例女性

9例}で。S例に"磁心療'"陳旧性心筋梗禽2例，"
， .. 巴心筋症"町.高血圧性心療息2例)を飽めたがt他

の 16例は特発性vPCと考えられた会例ω 週間以
上の抗不盤脈賞役与中止の後t修正 Bruce法による多

段階トレッドミル蹴臓を施行した 選批終点は匁齢別

予測般大心鋪数の85%到;，t，O.2mV以上の水平一下
降型ST低下!下厳重賞労または息切れ.stage 5終了と
した 安静碍3分間および還鋤命に幽環した金vPC

(ただし.，段""防外した)の先行洞周湖周附 (SCLl
および連絡期 (Cl)を 20m鈴Cの制度で計測し，各

vPCにお砂る CIのSCLに対する百分虫駆，%ーCIIを

，制した対象を濁動併7直前2分間にまった<VPC 
の出現しなかった抑制務'A群 9例)と非，..，，，
，..手 lz例}に分鍛し。比般検討した

， ..，民
年働I 位差，轟縫心疾息有衡感。週動符続時聞にほ

商."舗で2監を箆めなかった..高心抱I!I:I~ A君事(154土

-鳥取大学時墨司伊都"'内向

{守錫3 米子市西町舗}

18/分)で..字(137企13/分)に比して有憲に大であっ

たが。 AI容にお砂る vPCが消失した時点の心鈎数

(119土16/分)俗..爆の銭高心拍歎に比し有望震に低か
った安静時のCIの平均値はAD(593土165m鈴"
でB"(459全"0首<<)に比し有意に畏かった
運動問。 CIは大節分のa例で短縮し.A鮮の 6例お

よびB鮮のIZ例会例でSCLとの閣に亙栂闘を示した
が.%一αほαが組織するか否かに関わらず。心拍微
の緬加とともに噌大し，対'''1例金例で5CLとのm
に負栂闘を示した(凶11
運動中の最小C).はA'手，.. ，全15 [ ~OO-ωo 

m皿J>でBn(342企38【28ト柵msec))に比し有
意に畏<. 4閃~乞を塊に商瞬間にほぼ重複を認めな

かった B群の運動終了直前の%-CIは全例で91%以

下であり.A群のvPCが消失する直前の%-CIは7例

(A"I D)で9Z%以よであったが。他の2例 (A-II野)

では各々17%.85%と."と同等の時点でvPCが消

失した (~2)

， " .. 
運動によるvp.cの仰制観序について，現在， 定の
見暢泌得られておらず心狛敏の増加に伴いvPCが

減少してゆ<.突に対し，高鯛a剰語放により"所位e
'防艇中偲が抑制されるとする“。verdrivesuppres陥''"
山初旬"が漠然と;1"されているのが現状のようであ

る 運動時のvPCの出現娘式に修彰ずる掴予を検肘

した絡告は多〈はないが，Coumelら川ま不盤脈による

自貨症状および運動制限を有きない盆例でl;tVPC 11 

辺国防により剣制され，その縛僚として右重起揮の単源

性VPC;/)t多<.CIの変動幅が小さいことを報告し，

CIIft，違動に対する VP刊Cの反応を規定する-10子であ
ることを示唆している 今回の畿をの検討では。運動

により vPCが御制されたA鮮では。安静時より CIが
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考えられる.受費裏側経活性の光過がVPCのClを短縮

させ得ることについてはい〈つ，，"帳告があり.m，と

れはre-enlry回路内にお付る刺獄伝事選，.の健造，心

筋の不応滞担錨等がその後序として纏測されるが，今

B群に比し憂し運動中に到達した最小のCI() B併

に比し長かった これらの結果は運動による VPCの

術創は口の畏姐に規定されている。即ち，畏いCIの

VPCは運動により抑制され易いことを示しているk
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ジピリダモール負荷断層心エコー法による

心筋虚血の診断昔らびにCABGの効果判定への応用

小宮山伸之・ 西山僧ー邸・ 岩瀬牢・ 石綿滑雄・ 矢函隆志・

加部健ー・ 柳下芳樹・ 中西成元・ 関 頭・

!I<，む定患者に僻脈倹与されたジピリグモールが狭心

症を観発するという現象を応用して， Tauchertらは。

冠動脈疾患惨断のための検査権として，ジピリグそー

ル負荷心電図訟を鍵唱した凶 これはさらに負荷心筋

シンテグラムなどにも応用され"， Picanoら依ジピリ

グモール負荷むエコー法を発表したの}方，近年，運

動負荷，，~コ 法の心筋鹿血a診断にお砂る有用性が解
価されるようになり，欧米でも CABG術後のグラフト
の僻備品ご応用されている別 当縄般でも，これまで

CABG術後のグラフトの非俊鱒的官事価法について倹
射して容だが，運動負荷心エヲ}法は呼吸の彰書など

記録上の贈d誌がある そこで本研究Ii，安静臥位のま

ま検査できるジぜりグ.ール負荷断周心エヨー法(以

下，D~2DE法}めω筋虚血診断ならびに CABG の効

娘判定にお妙.有用性を検討することを目的とした

s対.
CABG適応症例"例(栖息冠動脈後数平均'，8
本)。内， "例(平均グラフト本政3，1本〉について陪

術後 1......3;(1丹後にも再倹査を行った

! 1;zま
銑決心."障は倹筆当日の靭より中止した ジピリグ

毛ールは Pie飢 0ちの方法に従"，まずO.56mg/kg

を4分間で静注し，次の4分間金観賞院して胸痛が出現

しなければ さらに O.28m唱/k，を2分間で追加僻注

した"断細心ヱコ 法隠傍胸骨鰯ならびに心尖飾よ

り記録し，視覚法により。負荷後新たに明らかな盛運

動集傭が隠められたものを絹性kした同時に""尊

心亀図 (ECG)を記録し 3点よりo.oa砂でのO.lmV

..r明院繍..，ンター内線
内田岡棚田ノ門，-，創

以上の5T低下を陽性としたなお，胸痛は全信例とも

aminopbyl!ineの僻注により程倹した

， "果
術前のD-2DE僧位ほ"例中 10例 (43%)， ECG 
陽性は 10例 (43%)，胸痛発現は 16例 (7唱%)であ

った これに対して!運動負荷心筋シンチグラム(Ril

陽位は"例ゆ 19例 (86%)でるった(褒1)

0-2 DE陽性例 (No.l......10)はいずれも建国也市民進彫

よ，明らかな側副血行を有していた胸痛出現は 10例

中8例で.ECG陽性は?例であった R1は全例陽性

で，0-2DEでの盛運動異""位は R1による一過性虚
血領鳩に含まれでいた D-2DE険性(No.U......23)に

は，側副血行の"められなかった7例がすべて含哀れ

ていた胸痛出現は8飢配G陽性は3例で。悶での

過詮虚血幽環例は 13例中 10例であった

CABG術後に再検査を行ったのは lz例で，術的D・
'DE陽性7例のうち白書定例No.1を除<6例ま術後胸像

佳で，街"に出現した盛運動拠官官郎位へのグラフトが

開存していた症例No.1は，比較的広い港旅均誌をもっ

対角筏へのグラフトが防2していたため。術後は前側

盤の遺動低下が出現した。なお，術前に盛運動調書官が

出現しなかった鶴位へのグラフトの閉塞は術後の検査

では倹知できなかった

s考康
ジピリグモール僻主主による心筋虚廊の出頭線序につ

いては，心筋局所での画質素の需墜と供飴の加baJanee，

特に供給の減少が原鴎とされ破棄供給を減少さ令きる

要因として ①狭窄還位の窓動脈の受動的虚脱，②

vertical steal.③ horizontal steal.⑥ S判 temie

"制。⑤，..間ryperlusionといった機序が考えられ
ている。
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固の検肘で %-CIが全症例で酒動により省大したこ
とは，温動による短縮，.はαに比L.SCLがより大で
ある ζとを示すiヒ考えられる A-'勝でVPCが消失

する直前において。%ーαは92%以上，即ちαは
配Lにほぼ等し〈。とのことはB'批の比較におい

て.VPCの連結期がより短縮度の大きな調周期に徐々

に追いつかれ，やがて陪消失してゆ〈榔得をよ〈示し

ており， "direct competition"脱を強〈支持する所見

と考えられたしかしA-IIDの2例において".αと
SCL が犬曾〈解躍している時点で突~vPCが消失し

た これら2症例にお防る VPCの抑鱗畿序は今回の

検討筒置では不明と胃bざるを得ないが。陀制廿yに

よる VPCでは心舗数増加時，伝場速度会"・大するこ
とにより.その興奮が函館内の不応鯛にある榔位で途

絶するため VPCが銅制される可能性を Cranetieldが

指摘しており叫 VPCの宛生犠序の"..に益づ..

"dire<:t compe批ioo"以外の抑制峨序が作用している

復例が一郎に存在する町能性も示唆されt 興味深い所

見と考えられた

! "猷
J)白山理1P， R閣制gartenMO， Ledercq JF， et 

a1 : Role of sympatbeti<; ne円加"'"健m加n飢
蹴"凹'0馴lric叫ararrhythmia$. Br Htilrll 
47 : 137. 1982 

2) Lombardi F， Mal加ωG，Belloni A，低.，

Effect of Sym~凶letiほ activation on ventricular 

"'''別cbeats in subJects with and without 
。rganicheart di...ase Eur Hort J 8: 10日，
I舗7
3lCo四nelP: Rate dependenc:e and adreゅergic

""肌dωceof arrhy也mia&Am/白 rdiol“
41]， 1989 

(j Cra間保ldPF， W机AL創1CIHoffman BF: Gene 

制Sof cardiac arrhythmia!l. Circula働錫47: 190 

'973 
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V-slope法における呼吸の不均一性の影響

山口ー郎・ 宮沢光瑞・

1鎗8与Beaverらが提唱した V-s1ope法は，ガス受
像動飽から嫌気佳代劇倒備を検出する一方訟であ

るMe原著に記された亭期は.11ランプ負荷時のー呼

吸鋸のガス分析デタを内締法で定時間間隔日

砂刊のデータに再綱同，2)9砂舗の速艇加算平均で
スムージング.3lニ目度化炭素俳出量のゆらぎを綱IE.
という3段階のデータ処理の後に，ラシプ開始1分後
から呼殴佳代償の開始時点までの範闘で。二酸化炭質陣

織幽賓と酸素自聴取量との二次元関係"'"の直舗で固

婚し，これらの交点の酸素機取量を降気性代謝陶直と

するものである.原滋には磁紫綬取量のゆら.への対

策が虜じられていないが。袋々は:t0.2l/mil1以ょに
及ぶゆらぎをしばしば経験し.解折に支障を与える一

憂国と轡えている 本窃究は，酸紫綬取量のゆら.が

V-s1ope畿による鎌然佳代謝附0・検出に及ぽす修・を
模複実践によヮて袋町し。有効旨対策を..殺すること

を目的をした

s方法
7分間のラy プ負荷を匁定して1 コントロ ルの条

件を.11酸策担廃".が，..から1.8l1minまで毎分
。2I/mil1宛置線網目加 2lガスヌ倹比(ヱ殴化炭紫俳

幽盆酸衆自慢取量)は3分まで 定 (0，8)その後毎分
0.07宛竃録地加と畿定したゆら.. ，コントロ ルの
陵策"取"に銀枢コtO.21/mil1.周期n砂のE弦波を
重畳して表現し，ガス受像比aコントロールと岡ー条
件とした'"鰻実噛にはパソコン(EPSON PC鎗6

y)上で時系列連続系ジミュレ タSIGMAt-練働さ
せ，時間間隔1.2砂で計算し.x -yプロッタ
(GRAPHTEC MP 34∞)にて時系列図と V-s1opeを

.山修大学医字穆衛隊験室箆学

{守酬."山脚醐商 2-2-2)

作図した

s ...<園I)
左に時系列図。右に V-slopeを示す コントロール

{破線}のV-s!opeでは.."性代'"川町僧に伺当ずるm
，医療取.1.0 IIminを境界とする2成分が明瞭に区別

された.酸策担聴取震のゆらt!(!lO:)は..tt，性代目瞬間
値以前では2ントロールのV-s1ope上およびその延
畏上を移動したの応対して，鍵気性代劇鱒鍾以後では

コシトロールk・ならずにv・.，句泥自体のゆらぎと
して反映された

s考策および樋.. 
本研究により。険機後取"のゆらぎがV-slo関に与

える膨智は，後然性代....値の前後で典なることが切

らかにされた その原閣はガス交倹比に，.められる

機"佳代劇闇値以前のガス否定倹比がω 定の条件では，

V-slopeが原点を通りがス交倹比.傾きとする直線に

なるのは当然であり 酸素網野取量のゆらぎはこのiIO線

上の移勘になるだ妙である 鎌気笠代劇闘値以降では

この関係は成り立たず，コントロールのy.凶。，.縦締

切片が原点より下に位置するのに対して。酸素"取量

のゆら."原点を通りその原点のガス交復比を傾きと

する直線上に現れるためは V-slopeにもゆら.が生

じると解釈される

V-sloPE!法による降気候代a財閥値検出においては.

Jヒ下の2成分に対して以上の差異に応じて別々に対処
することが合理的と考えられる 図1右のようにデ
タを二次元に展開した後では，鎗気佳代謝嗣直近辺の

個々のデータがどちらの成分に属するかを判定するの

は図鑑である，そこで時系列...孝した以下の隊獲を

考案した

V -slope解析法眠薬
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TRENDGRAM V-SLロPE

嗣

"ほ
，.. 圃

四
雷筒

園 E左嶋来.悶 (TRENDGRAM)

時間【TIM聞の臥位は分磁績はコントロールの殴需療取量 (VQ2)，実績
"・..が盆なった喝合で，単位は 11m!札細い~れ鍾"ガス受像比(則
おコントロール(破歳〉およびゆら.."実線}のV-oloJ槍
E・2債療取.1.0I!min以下で"両者が・なっている VC021:ニ様化炭*
初幽量で息依ほ IImin

J)原法に$じてデータ前処理および解析篤闘の般

定を行う

"時系列的にガス受..比が上昇を始める以"のデ

タより嫌気候代副附値以下のV-slooeを決定する

3)ガス交換比が明らかによ昇を鈎ぬた後のデータ

より鯵気佳代耐問団E以降のV."。院を決定し，前者と
の交点.織気性代剛勝。監とする との照にゆらをfが強
い栂合にはよP強いスムージングによって対応する

.，前2嘆に.おいて帰属が不明..な歯車分肱解析から
除外する.

s文・a
1) Beaver WL， Wa田 rmanK a対 WhippBJ : A 

new method for detecting anaerobic出向焔old

by gasexch除曙e.] Appl Phy.siolω 2地20.1醐
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心筋梗塞患者における AnaerobicThresholdに関する検討

Ramp法による心拍数応答との関係について

省図者・野村真ー・畏谷川義武・訟原由朗 石原正人・

永井弘・三ツロ文]1;-安保泰宏・中野陣・勧使河原敏明・

近E藤武・野村雅男V"A悶仁・窓辺佳彦・水野康・

近..Wasserman"によって縄唱された溜動時白呼
気ガス分釈により得られる嫌気佳代耐開催anaerobic
thresho!d (AT)が運動耐容艇を表す 1指標として注

目されている これを鯛いて。疾患患者の藁剣効果判

定，運動療法効果判定が報管されている.しかし。経

済的な問庖として呼気ガス分析穂およびその周辺直置

は緩めて高価で，いかなる施般でも.容易に段置され

るわ砂ではないそこで。呼気がス分析を行わずして。

およその運動耐容能の推定法を見出すことが定要な研

究限鍾の1っと恩われる 著者ら比心筋鞭瞳患者の

運動耐容能を呼気ガス分析することな〈鑑定するた

め，ramp法を飼いた心筋温動脈般における ATt心
拍数応答吻関係について検附した

s方建
急性心筋梗..，隆盛1倉月後の男性患者35例(平均

年齢57土10.)を対象とした心筋遷勧虐場貧は4分間

以上の臥位安静の仇オラングロ叩ド社製電動式虚位

自転車エルゴメーターコリパルWLP-400型を用い，
20ワットにて3分間warmmgupを行い，その後6砂
に1ワットずつ仕司区a債を繍増する，いわゆるr師 p法
により語富市制約方式で行った。遠目助隊験中!フクダ電

子社製ML-8∞0システムにて心篭函監視下に 30秒
間隔で復期121寄場0.. 圏，心鈎数を配録した呼気ガ
ス分併には，マインハート社製..シコンシステム-3

を用いて30秒間隔でvo，.VEを測定し。 VE/VO，が
定稼捌から上鼻織に修行する時点を ATと決定したI

s 結集
図 1に'=p法を用いた心肺運動賦践に.ける

..保健闘町生大学医学..料
〈字削 II .醐醐開削醐晴 1鱒)

VE/VO.の経略的変化会当よぴ心循敵応答幽線を示す
心街敏応笹は自陣l欄{初期上昇相)， J!: 2相{初期定常

繍).第3梱(後湖上昇格).第4欄〈後期定借繍}に分
かれた。第3欄はS復例においてのみ。さらに傾斜が

緩徐な"欄と急織な3b伺に分かれたまた，第4欄

まで到達した症例ほご〈少数であった 心拍数応答幽

鍵にお砂る第3相の傾斜L!HR/dWRは個々の寵例に

より鐙9尾治噌窓められた 呼気ガス分併により ATが検
幽されたの陪金例ω心鎗数応答幽鍋の第3栂でおった

また。第3相が3.梱と 3b格品己分かれた盆例におい

ては金例.3b相にATi>1検出された図2に"mゅ法
による心狛徴応答幽線"3相のL1HR!.dWR!:: AT 
の関係を示すただし第3相が3.符と 3b符に分か

れた症例については 3b相のdHR/.d WRを用いた
両者の聞に陪τ=0.69と有倉な正相関を"めt 単園婦

車線y=7ω+lL71xを得た

s 考被
運動費隊務純.，慢す l鍋繍である AT健主に彼環系

機能。腕視艇，末機にお砂る般無安買取の3因子によっ

て決定されるが。特に循環系機能。すなわち運動防の

一回心拍凶量および心拍数上昇能に大き〈彫轡され

る 運動隊験中の心治倣応答を用いての AT維定訟を

.. 初に線告したのはω1982年， Conc伽1;.::，"である後
らは竃録的に増加するラシニングスピ ドに対し心指

数槽加の置線径が踊れる点が存在する左し，その時点

が血中乳目貨の測定から求められた ATとほぼ一致す

ると述べたまた意邦では.1紛9年，川上ら"により，

負荷変動と心拍噸応答とのコヒ レンス変化より AT

の決定が可能であると線告された しかし，いずれの

方法も AT判定が不可能な症例の鋼摘など反省窓見

が多〈。実用化まで歪っていない著者ちが忠行した

ramp法による心銅像応答は4個に分かれた。運動時
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Ram，l!:t-JI!いた心髄温動~・ 1:1:1げる，，，守0，
の組"的主化および屯河自融応答幽・・

図 B

リハピリテー~.ンを経7した血者を錫皐とした し

かし，・々の症例での有償却旨鍵あるいは，&隼麗聞で

のリハピリテーショシの方式の....などにより

=.叫;，均.."，の進行令実況が備なり ζれらの'書留予

の膨・を~砂. AT...闘に"する心拍敏-などほ異
なる可鰐慢がある こ@点にも十分留"ずる必蔓があ

ると轡えられた

I "猷
u w.皿 m・n K:The &n柑。'"出国~"
d除liniti開。 ph，割oIog;，・11;'0尚C・E・ce ..nd 

M酬臨倍加 lAdv CmJioI 35 : 1， 1鍵.

21白llCon;F， F，開制 M.Z!o:Uo児， et .1 : Deter 
mlnll刷。川 anaerobに"'"叫 b，. 
nonivasive field t岨加 nrnncl'3.J Attl Ph.刻。1
52: 8持;9.1982 
31川..1:......山本陸患養子続一.1I tl、心拍散を
刷用した...健作策関値【AT)の決定滋・"・31: 119， 1989 
り RobinsonBF 周囲~in SE. Beiter GD. et .1 
品川rolof heart rate by I恥.~制限聞に鴎刊。鴎

・"氏。n.Circ R_rch 19 : .叩， )鍵裕

のむ鎗敵>1加に"，速走縛緩緊密初制.よぴ受居"・，.，

緊榎槽加の2つの割拠"'，が関与しているが.Robi血副市

ら4が指摘するように， 経負荷で"主として前宥によ

り.ある程a以上の負荷では主として後省により心拍
数ほ粗鋼ずる したがってI 著ーらが鍵示した心銅敏

応箸幽織の'"網から鱒2縮までは途絶神経際自民抑制

が関与していると。 方。ATが..幽きれた'"繍は安

婦樽錨製自民側旨加が関与している&指定きれる 著者も

は.31':."“'降聾噌加が拠与していると轡えられる第

3欄の.1HRl4WRがS定例により"なっている庖に者
目した との.:IHR/dWRIJ:遁世お7嶋間に膨・され

ることが"いので安金色.，車線して遭動隊厳を比般

紙...に終7した栂舎においても計調聞が可憾である。
とれtATの関係について検討した総集，同警の間に
有憲なま紛関.隠め ramp t1iによる心銅歎応答鯨3

相の.:tHR/AWRを調支をすることにより。およその

ATの指定が可能となヲた .た，鏑3繍のAHR/d

WRt ATの前向車で多少のばらつーを偲のるが.これ

はATに憐与する偽の因子。す，b・退勤"の1回心

鎗也a，1市楓色素"にお"る..，略取の修.と考え
られる 窓研究でほ。当院a自のペヲドよ.. ・1 平地
~17. M.以前の2段婚を用いた約"月聞の急性m
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心不全患者にお貯る運動制限要医としての

下肢筋肉量の重要性

省機匡子・ 麻野井英次・ 石集英ニ・ 亀山智樹・

和国攻・ 篠山霊"'，

s 目的
従来.心不全患者では。安勝碍血行働."湿動耐容

能とが棺闘しないといわれていた"。これは。心不全息

警の運動制限園予の多績なことを示していると思われ

る畳近.Maneini引唯心不全Z患者の運動耐容隠の低

下は遭動筋への血混量が彫.していると報告し。 M~

..ら"は血浪よりも，その"位でのミトヨンドリアに

よる代耐の問題が大きいと線告したー方。 Fleg;“ 
は，加働による運劃耐容能の低下と骨格衝の減少が相

関すると鰻告した 心不全車警においては，自覚盤状

により日常生渚が制限されており.d紙。nditioningに

より，運動筋筋肉畳の減少が飽きている可飴鐙がある

今間後々は，心不全息者におげる運動耐容能の低下が。

還周防筋"肉量の減少に組因するか杏かを検肘した

s コ町議
心肺湿動負荷民昼食と大昆計測を行った遭鍵220例同
うち，運動t-leg fatigueにて中止した，関-6，歳の男

色慢性心不全息者22例主健常男性5例を対象とし.健

常者をA肱心不全厳司旨のうち...高温度紫綬取.
(peak VQ2)が1ω()ml/min以上の 12例を.... 

1ωOmllmin未満の 10例をC鮮とした心不全の益
鍵後.~111!&:獲型心筋.'"例。隊自性心筋榎..例，弁

鴎症2例，心房中隔欠損症 l例であった大腿野衝は
膝鷲骨上積より命綱区側10聞のところの大風周径

(Thigh~g) と皮下館鶴見匹 m悼のを計測し。日もら

の偉から以下位示す式.周いて大腿筋周径 (Thigh

RIを算出した

τ'high-R ""Thigh竺g-3. 1~ ・ Thigh-f

-富山信斜.綱大字医司telllllU肉拘
t干鋭語一例 首館山市彰谷総~I

31例の恩者について同一被者が自を衰えて2自大

島計測を行った楊舎の平勾傷程は.T羽gh-gで0.66
αn. TlIIgh-fでO.23cm.τ'highγRで0.91cm'で，い
ずれも良好な再現性を示した〈罰H 心腕運動負荷鼠
肢は，坐位エルゴメータ を用いて.3分間のw.=
mgupの!l...分5-10watlずつ負荷を瀬川・した呼
M ス分析は。ミナト社製RM-泊。を周い， breath 
by-breath方式にて行ったまた.21例ではfirst-pa.図
RNAにより安"時左禽駆出窓 (EF)を計測した。

S結果
PeakVQ2の平均は A'患が1切omllmin. B 111 

1257 mllmin， C勝回渇mllminで.A'撃と."とで"

釜がみられなかった EFI:l:Allln%に対してB瞬"
%. CIII 30 %と.A静に比ぺ."では運駒耐容能にきE
がないにもかかわらず.EFは有志な低下を示した

方.c"では運動画両容能が."より"いにもかかわら
ず.EFには裂がなかった(図2).3111のThlgh-Rを

比較すると.A勝35.0cm'に対してBIf:34.2cm'，C
D30.1cm'で白院akVQ2の低いC群に比し，包FI'

"..がpeakVQ2の高い."はThigh-Rが大容〈。

健常者と間程度の筋周径であった(図31.

5鎗箇
優位心不全血者において，下厳筋肉量の減少が遭働

耐客健低下の蟹闘と伝っている可能性が示唆きれた

5 文献
1) Frru附舗ajA. Park M割引dLevine TB : Lack of 
correlation exerci鑓 capacityof r飴ting!eft 

ventricゅlarperfonnance in heart failure. Am J 
白ば叫 47: 33. 1981 

2) Mancini DM. Davis L， Wexler jP， et al : Depen 
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陳|日心筋梗塞症における運動負荷

に対する左室充満庄町答

夜辺信・ 氷図浩三・加藤良三・石原均・繍飼程彦・

岩瀬三紀・a公渡阻害・ 児玉築造・驚原英彦・積回充弘"

近年，a盆合併症のない卿18心......症息者に対し。
遺動療法が盛んに行われている しかし.選勧療法の

運動耐容能，左心担拠隠に及ぽす効果についての横町は

不十分である 今回，我々は様心症のない"..鄭心筋

領."患者に対し。運動負荷鼠s・.行い，.，鋤符左宣
究調度一心得幽，.潤係を網ぺるとともに，その運動康雄

後の町己につき検討した

s対象
発症2-61J月の決心症のない心筋梗...患者10
名で，年"は"般から鱒歳(平均隼働 51雌J.l枝疾

.tI. 40 4色。 2筏想実息'"島， 3枝疾患10名であった左
盤駆出寧が21%~88 % (平均幻%)であった

s方港
対黛金例に無位療下で盤状湖約多段曙臥位自転車エ

ルゴメ司馬ター湿働組験.範行した 運動紙"は15W

より開始し， 3分毎に15Wずつ泊加した。選動隊糧食
前，選動隊殿中3分毎，11犬週周防時に心舗数，動燃a，
腕動脈拠入a.心拍幽量を制定した その後，約，.
月の運動a際法を範行した。遣国防"法の 1単位は9分間
のトレッドミル歩行と初-3<)分間の屋外歩行よりな

り，午前および午後にそれぞれ1単位ずつ行う低強度
運動療法的を行った運動痩後鍵了後に。同様の方詮で

後状制約多段~Jlw..位自伝事エルゴメーター運動隊験を

施行した.

g 結果

1)轟大運動剤師動限検Aa(p刷 k-PAWP)と運動

名古血大学医学酬1内線
関 白尿検査.

{守4指名倉庫相帽糊町m

時心鈎係微増分(..dCIlの関係(図1) 
Peak-PAWP=20π首.H，かっ..dCI=3.0 l/min/ 

m'を....値として，対象を .. 挙に分領した 第 111

(限紘一PAWP<20，3.0孟Llcn294ち.."僻110孟
peak-PAWP， 3.0$LlCI) 10名。第 3群 (peak

PAWP<20， LlCI<3.0) 154島，第 .. 字110孟μ，k-

PAWP， LlCI<3.0) 16名であヲ?と霊長大還齢略に腕動

脈練入匡が20mmHgを鎗える盆例〈第1+‘群)が

"例~った "時間に冠動脈"綾散で有窓辺.."めな
かった

"低強度運働自便法後の左心a能の変化(図，) 
Peak-PAWPが20mmHg未満の盤例では低強度

選勧郵便法後に全例で還島崎閣の延長を膨めた 摩た

金例で'Clが楢加し。左室ヲヒ樽庄司心伯尚量関係の改

善を認めた一方， peak-PAWPが20mmHg以上の

盆例では倍強度運動鱒法後に運動時帽の延長を寓める

症例があるものの。金例で関ak-PAWPが上昇した

また， "日は増加せず，左ヨE充欄匡一心拍出，.関閣に関
しては""を飽めなかった

3l安静時指領による蓮動時i.{....8Iiの予測

安静時PAWP，左"..出事 (EFl.G制lSiruScoreに
より peak-PAWP孟2畑町wH，の予測を判別分併で猷

みた安鯵時PAWPが10mmHg以上の時，..k

PAWPが20mmHg以Jヒになる確$は 15%であっ
た EFが51%以下の時peak-PAWPが20mmHg

以上に盆る確率は 68%であったGensiniScoreが50

以上の時peak-PAWPが20mmHg以ょになる確率

は11%であった。

i ，号線
1)運動療法による左ヨ底究測匡心鎗出量関係諸り変化

Lee .;，>Jは，玄室駆出撃40%22下の窓動脈S庭用民患者
に対し。平均18.51J月の運動療法を行い.運動耐容能
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A大適齢a・8事動脈幌入疋
陣旧怪~箱根S盆息省に対する"強度遅動綱阪港後の君主心胡触の変化

制~ 20 '" 
図 2

2) ~I争時抱僚による還働時心楓能の予測
F.飢$関がらは。安静時~暢鈍から運動時七繍能を

予糊する ζとは園雌であると報告している 本研究に

おいても，安静時PAWP，EF， Ge阻 iniS<:oreともに，

判別分析から得られた基皐値によってp岨k

PAWP孟20mmHgを予測するととほ困腫であった

以上より，む筋梗省園復綱に運動負荷鉱厳を行い，

運動噂閉左"充湖底一心情出"関係を犯11ずることは，
運動処方に際して'"密であると恩われた

g 館箇
狭心症のない隙旧性心筋曙重症患者を対象として閏

復期運劃負荷畝験を行い以下の結果を得た

1 運動負荷獄政で。 peak-PAWPが20mmHgを

超える症例では，約'"月間同選批療法によ D友"充

湖底心鏑幽"関即時轡しなかった

は改善したが左心観暗に改4容はみられなかったと締働
したCobbら叫ム左室駆出箪 18%-67 %の陳目性心

筋梗塞患者に運動療法を行い。いろ凶るな程度の左心

機能陣容息者においても退勤耐容能は改曹するが左b

機能の司氏曹はみられないと報告した 一方， Hag恥，~，

や凪羽川ら"は，運動の強度。時M.頒E置を徐々に婚
していき. 1年以上mゆれば左心S拠能の改善がみられ
る症例もあると綴告した 本研究において，約1カ月

聞の運動療法により。運動際法前のp峰山一PAWPが

20mmHg来測の症例と 20mmHg以上の窪例で左宣

禿測圧 ω相出量関係の改轡に明らかに相遣を認めた
すなわち，運動により過度の友重充満庄の上昇を衆た

す症例ではt約'"月の運動'迭で左重究測箆ーむ抽出

量関係の改普陪罷めなかった したがってt 運動費健治

簡に，選目的により過度の左重光測圧の上昇を来たす信

例かどうかを知ることがa更と恩われた。



2. ~..時に得られる術11から温働時の心・能.予

測するこ'"園風であった

3 週即時の左..究機匡心鈎幽盆踊僚を"'.ずるこ

と憾。遺勘処方に障し.，更である

s文鍬
1l近嵐照夫.外畑厳白野爾省ニ.ほか急性心筋

幌amIQ(J!.e者の運動.，告の効集ー遭動に対する
.."1I!l員長反応による..肘 . 8本内将司P会.. 
72 : 1710， 1鈍3
2) Lee AP， et al : L綱、g-termeff，出..f凶阿倍l
国 iningon coronary patientl wlth Impaired 

V四 tricuJ.rfunctio礼 αrculatio"同 1519，1979 
3) Cobb FR， et .1 : Effects of exe陀 t聴 Ir.1凶"， 00

心組 、'01.24 SUPPL.2 (1992) 39 
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m，低ardialinfarcti側、Cimtlstio"“1ω.19・2
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ωn 67 : 1194. 19-悶

"凪StlniAA， et al: Efft)(調。f12 monthll of 
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artery di院副己 α~白紙"“ 1116，1981 

6) F'同舵舗.a JA， et“l..ack of COrT宅lation
険制園、 exef"cise巴'P民 ityand lndex鰐 .f，醐
Ini: left v伺回 cular 関rl.~山鎚"'恥art fail 

ure. Am J Cardwl 47 : 33， 1981 
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"1 i:1l例についての D-2DE~告 EÇG. RIの各錨県の比較

，DE ECG 定動脈割増車1%1
110. 胸痛 ~.膨位 負荷心節シンチ
陸軍動員常 ST 低下 LAD 以来 E号CA ~I 

" 前豊中鋼 V，-v， 4令

" 100 1ω + 
下壁 前豊中隔

2 復側壁 V，. V， " 
四 90 + 下. 前，下'桂樹量

.・3 前倒盤 v‘-v， " 100 + 
下復壁 前・下監

.'‘ 前量中岡 v.-v， + 1ω 1∞ 90 + 心;1<811 削量中隔'!l'下・冊壁
s 前 " + " 鈎 + 前量中関

-・6 下 監 U"V.. V，. V， + 90 宮9，IQO 1関 + 下桂ー聞量
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." V，-v， 司令
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':lowd陥鍵 dypi吋damoleω Slimg/kgl，・CABC術後再検筆箱行例

90 

" 90 
90 

2ω 

" " ~ 

99 

90 

D-2DE法での陽色率について。 Pican。らは 74%. 
Margona!。ら1;1:52 %と報告している 今回の貌々の

成績がこれらよりも低かった更酒としては，心内線函

の鋪幽園調躍な症例も含まれていたなど盤倹溜択や画像

ょの問題があるように思われる

ジピリダモール負荷によるECG蝿性率や則の成
酬と比較して.本法による心筋虚血の解価あるいは

CABGの効果判定は選動負荷が不可能な症例にS闘い

て隠有用と考えられるまた， 0ト20E鋤役例は会例で

冠動脈迎彫」ヒ明らかな佃E血行を偲める重量狭窄病変

を有しており，気動燃錬憎の.. 症度解価にお砂る本法

の.. 複合f明らか巴なヲた 本法は安静臥位のま.，安

全に，かつ安い'費用で施行できる倹交法であり，ジピ

リグ毛ールの役与A，症例の選奴あるい俗断層心エコ
ー図の画像処理の問題などについて今後怨例を相やし

て検討し，その有m色を高めたいと考たている

90，90 " 
下側.

~ 100 + 心.. 前聖中田
99，90 ~ 削側壁 下 .t量聞置

90，90 " + 
前国心長

~ 1ω + 同盟中隔・下桂艶

90鈴

制，~ 1ω + 下. 削置中間・下量
剖.~

90 90 中繍 到"‘行
~ ~ 

s まとめ
CABG適応盛例23例について D-2DE法の心筋虚

血2診断ならびにCABGの効果判定における有用性を

検討した術前のD-2DE陽盤撃は特%であり，他の

検査訟と比厳して。本法は運動負荷不能症例に対して

は有用でおると恩われた

s 文献
1) Tauch回 M，Behrenbeck DW， H出 zelj，etal

Ein随時rpharmakoJogischer Ttst zur Di昭一

o.抱 derKor.αmτ問凶奇zienz.DI出hMed Wo. 

<1"，切'hr101 : 37. 1976 

HAめroPC. Gωd KL， W.舗もcottRS. et al 
Noninvasive眼田smentof horonary stenO$l担

by myocardial perfusitn imaging during phar 

macologic coronary y鵠“ilation.Am )白v
d限.142 : 751. 1978 
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左心機能障害例の運動耐容能におよぽす肺血管抵抗の影響

前動脈庄ー涜量幽織よりみた後肘

吉岡公夫・ 中西宣文・ 橋爪俊和・ 土師}失・

平盛.."・ 斎藤宗鋤・・ 本間単・・

心疾患患者の運動中の腕動，，，，.ほ大量なよ昇を示す

がれ九節目的脈では剛管に見られるような単純な庄流量

関係は.い との庄一疏量曲線(PQcurvelの傾斜

〈由明}は腕血管鑑抗 (PVR) の定化を示し，通常~肺

血琉.ではこれはほぼ直線になるといわれている剣

心暢能低下例ほとの.，，.が大き〈叫運動樹容艇が低

いことを考慮する1::，PVRの大きさが運動樹容能に膨

・している可飽性は否定できない そこで今回は む

伺出震や運動耐容能を相加させ，腕血管.. 銑にも膨ー

するとされる州ACE隆容剣を役与し。左心..能陣容

例にお付る PVRの還働耐容能銅版民因子としての関与

を追究した

s 対象および方塗
左室駆幽分画1114-61% (平均40.1%1の，狭心包

のないむ筋慢，.後の男性9例{写均年齢 53.U!lを

対aとした運動負荷は臥位自転恵エルゴメ 夕日に
よる緩慢限界金多段階漸滑法を用同 2日間で'"ト

IrolとEnalapril(En) 10 mg経口投与後4時間の 2

個眠不同で行い!各蕩動中の間凶veおよびその他の

も暢健，選園町耐容能を示すパラメータ【の変化を検討

した ミナト社製レスピロそニタ-RM-300により酸

素網野取..連続的に測定し 耳だに援箸したパルス，

キシメーターと腕勤"に留置したオプチカテ テルに

より混合併脈血。および動湖抽俊策飽和度を求め，還

働前後のへそグロビンの催とともにFickの式に代入

して連鎖的に心個出量を求めた PVRの変化は。運動

負荷中の飾動脈平均匡 (PAm)t心輸出.の変化を

回立循環魁痢センター内科
《守秘S吹園前厳自省 5-7)

酬聞大字措置.t:-ター醐
(守副大富市南町 1削

10秒毎にx・曲。 Y舶にプロットし PQcurveを求め，こ
の傾き (slope)で計算した

s結果
'"役与前後に行った濯動負荷の 1例における心摘

出量.PAmの変化と PQωmの変化を図 lに示し

た これ"ほほ副区銀を示し。.，，.は容易に測定可能

で， ζの例で11En役与後に PVRの明らかな減少が見

られた 9例金例のh 綾与前後にお防る湿劃崎聞は

有意 (p<O.05)に増加した血行勧銀変化では.PAm 

のa険高値は En&.与前後で有窓穫はなかったが，心拍
凶.の..高値は金例で増加 (p<Oω}した また

.，，.は有窓 (p<O.Ollに低下していた E"役与前後

での負荷時に， Slopeヒ還動耐容能を示す般商酸繋鐸

取量の大きさや運動時間との聞に陪有窓な相聞はなか

ったが.control時の備を羽0%としたh 役与後の

s。院の変化と...高殴業銀取...選即時間の判官械は図
2のごと〈有窓な負の相聞が見られた

s考喰
遭a胸中の PQcunreのslopeが肺mW閉"疾息では
極めて高値になり，重症，..すなわち遅劃耐容能と比

例することは以前に報告した・附 このことから。運動

中飾劃脈亙の上昇する心機能低下例の運動耐容能の低

下位t>PVRが膨・している可能性ほ大きい今問の

検肘では.ACE図書剣により心循出量やPVRの変化

が起こった時の運動耐容能の変化から，腕血管抵抗の

運動耐容能への影.を験射した 遺動耐容能を示す"

高酸素療取震や運動時間と.句湾に砿見聞速はない

ように見受付られたが， control時の舗を 100%とし

たE"役与後のslooeの変化量と.高慢紫綬取量1 遭

島崎聞の漕械を鮮綱に検討すると。剖。，.の減少が大

きい例ほピ俵高殿紫綬.，..運動時咽の槽加が有意に



.. 

能低下例では。左辺".，飽だげではな〈右心機能の運動

耐容能への関与も考える必要があるといえた

， " .. 
Enalapril役与前後の運動中の腕血管髭溝を腕動燃

匡一線A幽線より検附すると。週目的耐容能の橋大は蹄血

，ー忠弘山鹿

(19ゆ2l
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機能..・例でも運動車村容能甥定因子として PVRが関

与することを示唆していると考えられた 急性の腕高
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管a伝統の減少に比例していた 左も働能隠密において
も湿働解約咽予として防血管伝統怯.要と考えられ

た

g 文猷

l} Hickam 1B and Cargill WH 町出。fexerc出

OO~叫iacoutput and pulmonary anerial p閣

sure in normal oers飢.sand in p副entswith 

ωrdiovascular出seaseand 仰 monaryem 

phy開 na.J Cun lnuesl 27 : 10， 1948 
zl白川erNO and Halm句 JC:P凶monaryarte 
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1.闘 t“2040，1965 
3) Ja剖cki15， Webei KT， Likoff M]， et a1ηw 
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心拍インパルス応答による心機能の評価

梅木晶子・ 砂川賢二・ 竹下彰・

む鈎が微動的に変化するととは古〈から知られてお

り，自律縛緩系の心臨調防御健との関係む正常および

心疾息例において多〈の報告がなされている附 ま

た，運動によって心鈎の調節がどのように修飾をう砂

るか，周波郵曙析の綾訟を用いた研究も近年みられる

ようになヲた句"今回。心繍能低下例でも錯行しうる

経徴な不規則躍動負荷を用いて健常人k心疾患例にお

いて，システム解折法により求めた心鎗応答{インパ

ルス応答)の遣いを検附した

s対象および方漉
疾患幹として，隙間性心筋慢袋m飢左宣肥大切
例(高血圧笠心...司 リゥマチ住む織病 む筋症を含

む，.正倉鮮として...質的b摸患のないことを心臓カ

テーテル横査や心筋シンチグラムにで確惚した非定型

胸痛症37例。健常男子..例を対象とした 写均写齢

および女性数は復感静 55企l2館。'"沢弘正常務
37主10・低 20例であった 心房網動を 16胤署長息群
に含んでいた

運動はBruceprotocol s討.."の定常レペルのトレ
ッドミルよを不縁.'，間隔で2C分伺歩行，休止を繰り返
し，ペクトル甥導法にて心情E函を記録した.運'問中，
症状の腕えもな〈。ニユュ~ヨ クむ線網学会(NYHA)
の心機飽分頻問群の症例も安全に施行しえた

解併はコンピュータにて心電図および運動信号を

AD変換し，心電図RR間隔より瞬時心鮪散を求め

O.5~間隔で補間した。 心臓をーつのシステムと考え

たと..趨働に対するむ拍の変化の普遍的将位は伝途

閑散によって裂すことができる まず，入力である不

線知l間需の運動信号と出カである心錨の時系列を高速

九州大学医雪解都側..内属

{平'"綱同衛東区嵐山 3-1-1)

フーリェ変換し，周波数紬上で，運動と心拍の比をと

ることにより，心舗の伝迫関数が求まる 飽織を容易

にするため逆フーリエ変換にて時間舶に演し，イ yパ

ルス応答として表現した これは眠時に仮忽的に強大

な遺動が加わった時の心街の経略的変化を示す

s結果
箇1に示すように心伺のインパルス応答は，①腸佐

型 (1お例} 過性にむ鈎が上昇して約20砂以内に

益緑区自慢するもの，②陽性遺延型(57例) 心街の上
昇が通車線に復するのが通話するもの，③除位型(29

例) 過性に心循が減少するもの.@不変型(10

例) 心鈎の震動がほとんどないもの，⑤パランス型

(13 jJIJ) 心鈎が寸局性に上昇した後t減少に転じて復
するもの.<11心房網動型(16例) 心房繍動に符異的

な銀動を伴った陽性遅延型の6盈に分砂ることができ
た

次に.，英忠勝187例正常僻7マ例において各む錨

インパルス応嘗の分布を倹射した凶2に示すように，
正常群では陽性狸が全体の77%を占めているが。書実a
nでは陽性型隊全体の42%に減少し， 方。陽性遷延
型が27%と場加している
さらに，心疾患週障をNYHAの心線能分類に従って
分".各心楠インパルス応答におbずる分布を倹耐した

{図3).NYHA 1群までが占める網合陪，附笠型 71 
%.陰性型 ~66%，バランス型 54 %.陽性遍延型

17%。不変型 20%となっておO.陽位湿延霊，不変
裂では有怠に減少しているー方。 NYHA図書写が陽性
111:髭型 17%。不変型 48%と出現しており，-i:A集能
値下例が占める割合が槽えている 心房細働君津は器質

的凶疾患を合併しない症例を含まないため，詳細な検

討ができなかった
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図a心愉イー，パルス路管の興盤例
緩舗は線埠化した心鎗微である

正常尉

... 

図 2正常曾および~・2揮に，省ける舎や鎗インパルス応蓄

の分布

s まとめ
実際には強い運動を負荷し得ないNYHA1II1tの症
例にもシステム解析2去を用いて1 包微な不裁""運動に

山
". 四一

同

~，糊

a問a岨

..，ンZ量
日
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不阻

~柵

ゐ調姐働

~咽

図3~心拍インパレス応答にお"る正常 (N) と NYHA

I-WIfの分布

より仮締約に強大な運勘を負荷した時の心拍の普通的

応苔(インパルス応答〉を得ることができた各心拍イ

シパルス応答の中で，陽性選延型や不変型は心嶋崎低

下例に多〈。とれに特典的なパターンと考えられた

心鎗は安静時においても呼吸性尊に変船するととが知

られており，.偉神鐙系の関与が大嘗いといわれてい

る，~， これらの自律縛経系の関与をより定量的に解

析する目的で周波書量解折が尋入きれ!低周波成分(<

0.05 Hz)，中周援成分(O.lHzdIJ描)，高周波成分(>
0.15Hz)巳よって，各々者寄与するメカニズムが異なる
ことが知られている引きらに高周旋成分は迷走神経

を介した呼吸周期と関係が強いととも知られている



合側・h実感柳経系との相互作用も後測され完全に明確
にされているわ6ずではない また，還勤時に綜迷定神

経~，慢の梢退が大雪〈関係していると考えられて M

り.'0不全やむ移植後の患者ではこの反応が低下して

いる・.延々が運動にたいする心拍インパルス応答の

解析から得た結果は心筏嶋低下例にMいて心街上昇が

iI廷する例と心拍が還勘によってあまり変化しない例

があるということだが. 2つのパタ yの定定的な遣

いや，これらの心拍インパルス応答と自徳伸経諸島，心

不全絢..ょの変酒会ど今後さらに績肘してゆきたい

s 文献
1) Katona PG， McJean M， Dight<∞DH. et al 
Sympathetic IInd paras抑noatheticcan:剖総 '00

trol in ath1etes and nonathlet飽 atrest. J A伊d
P肉声ω152 (1前 1652. 1982 

2) Saul lP， Arai Y， Berger RD， et al: ~捻繁捌飢t

of aut∞om.c町gu.lationin chronic cαngestive 
heart failure by h胞artrate spectral analys喝
AmJ白，d.凶 61: 1291， 1鎚8
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運動時赤血球内有機リン酸動態の意義

慢性也午全例における倹肘

霊安坂隆 ・ 斉厳巧・ 山内孝義・ 置辺銀行・

増岡健志・ 杉下鋼郎・ 稲葉武"

へそグロビン陪血液中での餓繁遷憶の主要な担い手

であり ， その酸素観和住の低下ほ，心不全例に~"る

目安策供鎗飽の低下に対する代償機序のーっと考えられ

る 赤血要求内の有犠リン敵塩でおる Z，3DPGやATP

はへそグロビン険灘惨刈性を規定する 1因子であり，

うっ血性心不全例ではその演度が上昇していることか

ら，これらのリン敵温が心不全の代償慢，.として関与

している可能性があるu

本研究の目的は，慢性心不全例について赤血様内有

働リン酸砲の生坦的意畿を安飾時および運動時におい

て横討することにある

s 対象および方洛
対象陪心不全症状が'"月以上持畿し，かっ少なく

とも 1カ月以上症状が安定している慢色心不全血者

"例であり貧血や呼吸密疾患の合併例U除外した。

金例，男性であり。その基礎疾@は舷張型心筋盆10例

隙個性心筋便麓8例である 左室温修法による左重駆

出分画。a平勾32%と低下していたが，勲希釈法による
ω係.. は平均3.6l/M'/分と疋常に雛持されていた
運動負荷は座位自舷車エルゴメーターを用い. 0ヮ

ツ川分聞のwann-uゅの後1分聞に 10ワットずつ

負荷去を新楢し，中等度以上の息切れもし〈は下肢疲

労をもってゆ止とした

運動負荷前および負荷終了時に肘静脈より採血し，

uv訟による赤血提案内有線リン殴喰浪度を測定し
た0) 2，3DPGは'"罰金例で.ATPは8例で濁定し

た へそグロピン殿景観利性の箔僚として。血穣白書繋

S高浪大学温床医字系内"
" 問後健衛館牽.

{守 ，~つ< I/ifI天王省 1-1-))

飽和度50%における駿素分圧すなわち P.をs.，，，
inghaωの方法"により.10例において測定した。

還動耐性の評価札運動時の呼気ガス分析より

釦terohic柏田!Shold(A T)を検出して用いた“

運動負荷際政終了 1~2 i1l1後巳心臓カテーテル法に

よる心峰能を野値した。

s結果
l赤邸源内有機リン酸11.陣度
慢性心不全例の安静時赤血要求内Z，3DPG調度は

5.51念0.73μmoνmlRBCであり..常男色51例での

ぞれ (4.34企0.67問。l/m/RBC)より有憲に(，<

0.00大であった 方，慢性心不全例同安静時赤血様

内ATPillr(0.96会0.16μmol/mIRBC)陪従来の

報告で示された歪官官範圏内"にあり，有憲の槽加"な

い>考えられた

週目的川後の赤血実家内有織リン'"塩iI度を比べると，

Z.3DPG.ATPいずれも両者聞に有意獲を認めなかう

た (2.3 DPG : 5.51土0.73司 5.42土0.86，ATP 
o鉛土0.16-1.00土0.15)
2赤'"棟内有機リ>，際温漫度とへそグロビン観察
観和佳との関係

赤血琢内 2，3DPG横度とへそグロビン敵集観和位

指欄P"との欄には安静時に隊関速を隠めなかった
(r=0.18)ものの運動時には r=0.82の良好な正相

関...地た

ー方。赤血車内ATP温度と P"との聞には宮優勝時，

運動時いずれほおいても関連を"めなかった{各々

r=0.08. r=0.41)。

3赤血裏表内有1ft.)ン圏直塩副院度と運動耐伎との関係

安飾時および運動時綜血..内2，3DPG温度と運動

耐性徳律ATとの聞にはいずれも有意の関連を認め

なかった(各々 r=0.41，r=0.41l.一方.....時"よ



ぴ運動時赤血礁内ATP温度と ATとの閣にもいずれ

も有窓の関還を留めなかった(各々 r:0.19.r'" 
o ω) 
ぞとで今回の対象を AT15以上と 15未測の"平

に分貯て赤血湾内2.30田温限度を比波すると.AT 15 

以ょの幹(安静時6.03土0.508.運動時6.01士0.68，単

位μmωImlRBCJがAT15宋測鮮(安併時5.18:t
0.70，運動時 5.01土0.78.単位則的νmlRBC)より，

"静時運動時とも有志伝(各々 p<0.05，p<O.01) 

高値を呈した

S 考穣
へそグロピンの観察貌利性ほ組織における酸爽供給

を規定する.要な因子であり t 心不全のように心錨出

.が低下した時には へそグロビン殴景観和性の低下

が代償性に生ずるとされている W，odωnちは心係

数が 211M'!分以下になると.ヘモグロビン酸素貌和

牲の低下を反映してP"値が制加することを示し
たn

ヘモグロビンの噂驚飽和俊に彫嘗を与える因子とし

ては血穣，H.血液PCO..体混があり，亦血様拘有線
リン酸塩漬度もその一つである すなわち.とれらリ

ン自費者盤の繍度の上昇は.1)それ自体のへそグロピンと

の結合。2l赤血寝食判の，Hの低下作用によりヘモグロ

ピン隊司降観和世の低下をきたす Woodsonらは心不

全例でほ赤血線内2.3DPG漫度が上昇していること

を銀各しており 13.今回同結果も岡織であったむ不全

では".抽の敵鶏飽和慶が低下し， deoxybemoglobin 

量が増加する Deoxyhemoglobinはoxyhemoglobin
より相対的に alkalosisであり， alkal聞 Sの状閣では

除血稼の飾報提絡において， 2，3DPGの生成を促進す

るDPGmUla旦活性が充進ずる方 2，3DPGの分"

を促進する DPG phosphataseの渚性が低下し.2. 3 

D田波E刷よ鼻すると考えられている
定らは健需入金対象として温動負荷前後の 2.3

DPG温度が不度であることを示したが・》本研究で示

されたどとし慢性心不全例においても同織に木変で

あヮたまた。偲の赤血要求内有機リン餓温である ATP

についても運動負荷持有窓の温度変加を認めなかっ

た

W"，""らは心疾愈例において安静時1.:2. 3DPG 

.，.と P..fi・との聞にE相関のあることを示した"今
回の倹射では湿働時においてのみ両者聞にE相関を

包めたこの理由は明らかでないが.W∞d=らの包
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例が安静時より心鏑幽S止の低下した症例であったのに
対し.今回の症例は安静時心銅出量がま微に維持され

ていたことによるのかもしれない 健常例について検

附した定らの線告から， 2， 3D同と P"との関係をみ
ると，安静時，運動崎とも有窓の関遣を露めない(各々

r=0.21. r=0.55) 

慢包ジ心不全例とおける赤血実家内有慢リン酸温調度の

上昇が運動耐性に修司Fを及iますか否かについて検討し
たが両者聞には有窓の関連を認めなかった とれば

湛動耐性を決定する因子が単ーでないことから当然で

あるが.AT 15以ょの鮮がAT15釆測群より 2.3

D国海度が高値であったことは，赤血球内2，3DPG

調度の上昇が慢性心不全例の運動耐盤改普のー担悼と

して働いている可能性を示唆している しかし との

点について""後さらに倹討をE要する

s結.. 
1)慢性心不全例において，赤H白書求内 2，3DPG淘"
の上昇を臨めたが。 ATPI!i度はZ常範囲内にあ匂った

2l亦血湾攻内2，3DPG温度の上昇は 心銅幽.が正

曾にa優待されている安静時隠は生理的'"農が小さい
が，運動時にはへそグロピン殴衆規和性の低下を介し

て酸素供鈴悦の低下を代償すべ〈働〈ととが示唆され

た，

s 文献
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心筋梗塞症にお付る亜最大運動負荷鼠験による評価

野凶武彦・ 壁"・功次・ 戸嶋裕徳・

a血性心疾患患者においては運動負荷似織での運動
時間，心始数 (HRlおよび収縮期血圧 (SBP)の反応

不良に関して2症度や予後と相関するとの報告がみら
れている 後々は鉱自慢廻心筋症息者の溜動負荷麟臓に

おいて心拍敵国防120/分刊の碍点の収...血εのよ鼻
度(.dSBP) が3O~Hg宋測の症例は明らか花予後

不良であることを既に縄告したが。今回急性心筋便審

患者においても問織の野舗が可能であるかを検討し

た

S 針a険および方法
昭和 53年から.，年までに当箱般に入院した急性心
筋便."のうち，む臓カテ テル領暗，運動負荷鼠厳

および予後寓査が可能でるった 319例〈男性'"例1

女性33例。平均年齢55.)を対象とした。このうち還
動負荷隊酸でpeakHRが 120/分に到遣したのは2旧

例で.この273例のうち HR120/蜘の時点での.dSBP
が30mmHg以上の211例を血亙反応良好"(G縛}。

3嶋田nHg来測の59例を血圧反応不良騨(Plflと
し.HRが120/分に遣しえなかった“例(心拍依未到

達D:HIf)と倹耐を行った なお心拍散を指栂とし

たた珍βblocke攻使籾例およびペースメ カ 夜着

例は除外した運動負荷威厳は Bru~栓傘たは
Sh.筒.]d滋による盆倹限界佐多段階負荷滋とした窓

働脈の有窓....は 15%以ょとし， LMT病変のみ印

%以ょとした 左隻駆出事 (EF)は左富司監修所見より

求めた。また予後関棄は郵滋アンケ】トにより行い，

平均温跡繍聞 I~4.2年であった.

s結果
l遺動負荷所見{表1) 安静持吻心姐散ではp"

久留米大学a医学..，内制
何帥久留帥旭町叩

が79/minと他の2鮮に比し有"に高値で.H'写は鈍/
mmとG"に比しても有窓に低値であった安鯵時の

収縮期血圧はG"のみが 127mmHgと有恕に低.で
あヲたが，避に ".k 時はG"のみが 185~沼g と有
窓に高値.示した l.Omm以上の虚血性のST低下

院H鮮のみがu%と有"に多かったが.ST上昇には
..がなかった 運動中止理歯のうち<<室状の占ゆる割

合は。 GIf:.p~札 H'需の周聞に有"に多しまた運動
耐容能 (METs)はこの蝦に低値であった

2その他の臨床所見 (ftl):HDは平均59"で，
他の"織に比し高"であった 左車鉱聾宋lI!aliCT
が12.6nm、Hgt他の2鮮に比し.. ・Eであった 怠た
左""幽司~liP鮮が関%とG併に比し"鑑だったが，
H鱒とは差がなかった 3綾例賓と LMTOI衰を合わ

せた"笹沼動脈病変例舶割合はG"，PD. HI平の廟
に有"に多かラたが，心室調留の合併率には筆がなかっ

た

3生存.(図1): Kaplan-M創~法による 4 年生

存$では.p"は91.5%.筒都怯87.0%でG"の
鈍 1%に比ぺ有窓に予告金不良であヲた。

! .暗.. 
a血性心疾..においてはpeakHRの低い例および
運動祷咽の短い例は心後雌の低下また'"血症な沼臥脈

病夜が示唆され，予後不良であるとの報告がある.~.

が白段々の倹肘でも心錨敏未到遁騨とした"渇k時

HR 120/min未満障の例"'"静"の心鎗散が低価であヲ

たものの。運動時間も燈しほほ全例B~の stage1 
以下であった またこの群ほ左貧鉱後末鯛庄が高(. 

多技剣変例が多し鰻も予後不良であり 従来の報告

を測定するものと思われた 心拍数が櫓加しなかった

理簡としては2重症思働脈摘夜のために~症状で運動を
民静止した例が62%を占めたことと高働者が宥憲に多
かったために湿齢時聞が短かったことが考えられる



. ，温床所見

心腿 Vol.24 SUPPL.2 (1鈎2) 伺

G(n: 214) P(n : 59) H(n:46) 

性豊(男剖 191: 23 日" 42 : " 
年齢{雌} 5U宜宮 3 54.9:tIO.5 59.0土S.S・.，
心崎市テーテFレ所見

左重紅彊末期E加mHg) 12.6土... lU宜，.，・ 14.3:t6.6' 
心保敵 (llmin/m') 3.'士自由 3.4:U咽1 3 ，土0.1
軍出事(%) "且士13.8 53.3土"咽，.. 57.6土15." 
3担+LMT"J:<掲} " "・ "・・
心室檀(%) 7 2 4 
理劃負荷所見

安瞬時心拍融 13土>0 "土u・・ 制ま8'"
安静岡収摘朗血a(mmHg) >21士" 13-1:1;19" (32土"・
".k同心拍蚊 '"士" '"士" ，..土9'"
".k時限措閉血A(mmHg) >8，士" '"士24" L伺土幻ー・

d百BPatロO/min(mmHg) 柑土" "土8・・
M.， 1. ，土>'9 6.2:1:2.1・・ '.S士1.8'"
ST幅下{孟I.Omm) 幻 " "・
ST土鼻{孟I.Omml ' " " 中止革瞳(%心極観} " 4‘ "・・

G 血圧反応良好飢 P:lOlA反応不良Z私自心拍来'瞳瞬…"p<O師.，叩r…叫SBPrespona gr岬
'p<O帆叩aredwJth問問一向

しかし心拍敏の反応不良に関しτはchronotropic
m∞mpetence'吻関与も十分考えられ..，.窓勘脈摘
賓が多か。た理由の つであるかもしれない.

一方。血圧の反応性に闘しても.""動脈術変の存

在や予後との関速について多〈の報告がある.中でも

Fiorett円。Decker')らのごと<peak時での"5SPか
らも予後が緩測可彪であるとの綴告もある 今悶，箪

.大時である HR12νminの時点のd宅;BPを用いた

が，反応不良"は良好勝に比し左..鉱..末期Eが高〈。

左.. 駆幽箪が低価で。多校病変.が多し予後不良で

あラた ζのζとは運動時の収縮期血圧の反応性が運

動時の左心，."をある程度反験し?と抱繍であることを

示すものと考えられた

以上より心拍数120/minの時点の .dSBPは心鏑散

の反応性とともに心犠能の鰻度および予後を評価する

有効な芳首告となりうるものと考えられた
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軽ないし中等症心不全例における心不全治療薬の

運動負荷試験による治療効果の評価

伊東春樹・

む勝運動負荷隊厳から栂られるATは，心不全の痢 運動負荷E実験の実館時期は急性効果については各驚
'厚生理に関係した客慢的な網棚であり!かつ剥bm" 剰の効果発現待間に合わせて行い，慢性劾集について

国.¥，羽田~での概観であるため.これにより心不全 は問ー時間帯'に実施した また，各議剤の割り付砂は

の禍虜効果を判定するととは"味のあるととと考えら ニ"盲舗法により無作為に行った.

札る ¥964年W齢腿='"らが心疾患患者の運動耐容

院解留置にATを使い円その後Matswnuraらが。AT
は心不全患者の重症度分甥に有用であるとe報告し".
2売をも忽闘や性別で禍正するとさらに客観伎が高まる
ζとを指鱒した"。

そこで...々は書留心叢.血管鉱浪費のdoubleblind 

の心ド金に対する薬効腎衝をATを指網"とし，多B値段
二軍司直検開削比峨鼠験を実錯した

s 対象と方法
対象は NYHA心繊飽分銅class11・mの心疾患患

者で，盤形外科闘運動制限弘貧血呼吸穂疾患。代附

疾患などを有する例，および心筋寝禽急性...不安定

狭心箆，狭噂.主体とす.弁蜘窪および肥大盤閣君臨銭

む筋症は除外した 運動負荷賦厳は自転車エルゴメ

タを用いた ramg負荷猷験とし..分冊の安..'の後20

w. 分間の..=ド，，~続いて 6秒に lw ずつ仕司区率
を噌加させ。自覚的a医大負荷まで"った 呼気ガス分
荷停は日*電気三栄祉制小型ミキシyグチキンパー式の

連.. 呼気ガス分析繕~アロピックプロセッサ-391 ~ 

用い.¥0紗1i!に酸禽療取..(¥'0.)二酸化炭窯排出量

(Vco.J・分時.... 量仲卸を測定し.V slpoe!皇"を
多考にVE/Vαみが増加せずにVENO.:tI11I加する
点をATとしへ負荷終了直前30砂聞の VO，の平崎を
peakVI伐とした いずれも猷織に先立って，鰻低1回

運動負荷紙舗の練習を行った

-千'民社禽保険鋼院内線
{司F筏調。千..中央区仁戸名町鉛"

s ‘青果
1) Ve!相arinone(OPC.8212戸

A¥急包抽県

変略作例や血管盆2健作用の少ないとされる強心難
で..式殿療はplaceb。またはV儒nannOl槍鈍ゆmgと

した 綬事前の負荷紙厳拡 2回目の午後とし. 28閏

の同時刻に役灘6時間後の賦雇貨を実施できるよう服'臨

時刻を合わせたその館果，μacebo鐙与静はATには
有"の変化はなかったが."刷出削OM役与鮮は平句

15.2ま2.3から 17.1土2.9mllminlkgへ有鰹の樽加

が鹿められた〈図1)

BI慢性効果
Vesnarinoneωmg'た陪pla<剖boを1日1固12
週間設与しω その前後で運動負荷鉱.を実施した 自

覚症状はvesnarinone...で有怠に改魯したが。 ATは
変化は宅旨かった

2) Enoximone'l 

Pb。路神崎d厨 tera鍵 inhibitoのーつである問。x

，~明 (ENOX) は血管鉱張作用と強心作用を併せ持

つL帥 dilatorである 投与前および役与3時鵬後の2

回開運動負荷鉱層院を行い。 .. 殴痛は placebo.ENOX 

25 rng， ENOX 100 mgの3・とし，急包揚句集について

31事比畿を行った

解析対象は29例で，園2にはATと関akexercise 
の時点にお砂る仕・8を示す P¥.ω加では有怠"は
なかったが。 ENOX25n唱.1∞mgいずれの1園投与
でも.ATの時点にお砂る workrateは有憲に槽加し
た
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園 1・d開，をされた強心援であるOPC-8212(y伺naTlnoul

お0同"た隠 pl.ubo~一回独与の ATに忍tます"果
AT>ま年齢!性別により補正したパーセントで表した
比般的包症の心不全附対象としたにも脇わらずOPC-
8212 t!t与"で偏 ATが有倉に改.したベ

{明》

明

却

。舗.... k ・仇..・...咽
lEEW即時
、町、-lhO，，"'--------

Work rate at AT and peak exarcise 

"・，，~
(n_I) 

ト寸

§ーー---1

刊凶

" 

"~ (. ..10) 

ト斗

-{ r~'.-. 

1凶

湖町

("-10) 

ト寸

t.... -..~ 

Zト叫T山

0--0_1<. 

ht一一唱忌 』77一一時R 」「寸品
."・m
.. P(・・3

1m 2 Ph~・，>“凶ttr&H inhlbltorのーつである旬。刻montの愈惟鋤
a院を.=...線問欄比般鉱脈にて績射した".院内
AT"と.大負荷時の怯羽匹専をみると.25 mg役与鮮でもATレペ
ルの仕事車に肱有.の増加が罷められた
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AT 

"喝 fω町

ト-→
1・l " 
[τ 百tE 工官3.

1刷

百" t育f. 百tt

Percent帥 gω10AT 

p畑。・b。 25m・ 1ωm， 
園 s図2と岡山岨に制するAT(VO，) q;均度化
100ml t!t与"で"明らかな噌舗を毘め。各"の地加司区に低m.依存
性が鶴められた"

園3にはATの度化を示す ATの絶対値について

みるとは掛.pJaceboでは軒加なし 25""，では

平均13.0から 13.9mllminJkgへと増加傾向， 100 

mgでは 14.4から Hi.2mllmio/kgと有愈ば櫛加し

た これをパーセント変化事で袋すと， d，鍵 d.. 飢

&町yが罷められた(図3下段)

3) EnalaprilOl 

""脚回則。 00"'刑判gexzy冊 i刷出"の}つ
で血管鉱E医療のenalapril(ENυ の急性および慢性

効果を倹討した

A)急性効果

クロスオーバー法を周い.placeb。またはENLI0

岡崎Z役与後3時聞の還勘負荷獄般を '-7困聞の

.. 功。""瞬間を挟んで実錯した 図4に示すように

開akVO，.AT 1ともに有怠の膏化はなかった

自)慢性効果

17例を対象に placebo， ENL 5 mg. ENL 10 mgを

12週周役与し。 ATの変化について検'守した(図s)

少数例のため統計約有窟楚を縛るには豆らなかった

が.ENL役与鮮はいずれも ATの改嘗懐刈を寵めた

， "畷
ATを摘梱とし心汗金のヨ駆動解価を行った絹告とし

ては.WhiteおよびRibeiroらのこ.省検法記より

milrinoneを蜘価した繍告側"があるものの その散は

きわめて少ない その糧自としては1 心不全の2程度
の比般的高い血者でl;t.iI動負荷鼠厳で得られるヂー

タが非常に少なしまた倹気自体が才. ..，リな暢舎もあ

ってATが決定できないことが多い点が場げられる.

岡崎弘 AT自体6時雄鳴には客酎切術相慢である.
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聞， NYHA心a・能分銅d・.n皿.".1:on・1・"U
2・..，-8彼与の紛鋼換をニ・育検町嗣・・>'uifiに
より線"した舗"
隊獄..与3時間畿の運動員初臥.IUUII~ plactb。
，=，・"Uで比厳し会 "・量vo，.AT Iヒもに有~
省度化..め微かラた時

のの， その決定はほとんどの‘合.視覚的に行うので

判定者の主硯が入Pやす〈ヱ量盲..にする必要があ

る さらに運動負荷プロトコールも多段陽負荷民厳令

周いると AT決定は婚しし安定した連続呼気ガス分
続舗が，bめて少ない状況も ATを科F認する上で鈎
げと伝ヲていたと考えられる しかし， これらの点を

筏術的に果り魁えられればAT1:経症ないしゃ等盤
心不全の治'効果判定に害わめて有用な抱制限といえ

る 実録続々の使mしていたがス分新著書置..殴策調
度併に盛時的変化の大容いポーラログラ，.使用して

.， 約6年前にはじめて行ヲたv帽 tarinOl曹の鋲厳

で....健効a院は倹幽できたものの経険不足l:Jabo 
のQual住y問。trol~忽ったたのに慢性効果ほ証明で

きなかった

ATに彫'する図ヨFは多いが， 心不全に対する旋網
の急性m果と慢性効果では ATO<・に寄与する遭動
生現学的因子には若干の縮退が.ると考えられる す

なわち急性効"というの1;1:， cardiac 側."".とか，

N側訓d110'" du民何;1Mぬaとか.，..翠憶が話勧筋にど
の祖a行われるかが宣要盆級定倒予に依るt恩われ
る ー万，慢性効果はそれだゅではなしむしろ心不

全が"'・したために犯とる二次的な効果1 すなわち自

衛生櫨νペルが上がったことによるトνーユング効
..橋働筋肉量の噌加。筋細..の酸鍵利用能の改・な

どが大"彫・していると考えられる.したがヲて覆

刻のー固".与でATが"・したζとと。優位効果除問
ーにはa・じられ令い可彪盤が高い

円・e・b・ En.l~rll 5m. En.laprlJ 10111& …， 1ft..) (0_8) I.-e) 

初 百 錦、 m .. 
“ " " AT .. .. 
-・a
・2

・

，.o.u 
" 

'''0.10 '_0.0・
...・. 固・f・.. ...帥• ' ...， 12_. "附

回5NYHA.(，U9・d・・・n.mの少"例も剣..，;，閉山p.1I5... 
および 10 ... の臼週間同進線鎗与による遭動耐曹飽に対する~"
. "・e・b・.対aに償制した
症例a複合g少ないので続齢的有"差を得るには豆ら.かったが実賓
役与"でATの改.傾向が見られた晒



5 まとめ
Quality con巾01のゆき騒いた緒殴*利用し，二重盲

検法などのcontrolledstudyを行えぽ，嵯盆~中・症

のむ不全患者に対する薬効解価に ATの利用は+分

に可能であり，その薗床的，.穫は高いと考えられた
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労作狭心症におげる運動負荷試験成績の

変動幅と治療後の改善度

大樽文雄・ 鈴木健・ 長滞悠一・

斉藤勉・・ 岸関鴻・・ 早川弘一・・

S 目的
運動負荷院験は"作喜安心症の惨断，重程度の肝価ば

かりでなし抗議uru犠のより客観的な治，.効果判定
主主としてもしばしば用いられでいる刷 しかし.運動

負荷氏肢を繰り返し縄行した織合の再現性あるい陪変

動幅治爆後の故智度}主 演定項目や年働，性."愛

情狼£佐合併司有録。さらには個々の患者間などによ

っても異なっている.。 また。治a効果判定の裳礎と
なる運動負荷猷厳成績の再現役 ・変動幅と 治銀後の

改善度との関係にはいまだ不明な点が多<.筑狭心嘘

裂の治療効果判定のための....も報告により異な

が叫統ーされた基噂は作られていない今回裁々は

運動負荷猷般を繰り返し施行した場舎の変動幅色治a震
後の改脅度を比敏することにより，JI!効停価に有用な

判定項目，判定着割障につき検討を獄みた

5 対象と方，.
対..は安定型労作狭心暗室患者61例{男42飢女19
9弘平均年齢57士8歳)， trea由討H運動負荷献厳lま

Bruce法により観腹筋2閤(Cl，C2)，治療鯛1固(T)

の併3画。 2週間々隔で緒行，負荷終了点は原則とし

て日常生滑にお妙る発作と間程度の倹心痛出規時をし

た 心電図は11・回ー.V，'V，'V，'V，官房専にて，負荷

鮒より負荷".6分まで週鴎略的に震強弘収縮期血圧はマン
シェツト法により1分割匡に湖定した ST下降度はJ
点により 0.0陪秒にて計調t運動耐容剤間，STO.lmV

下降去での時間，負荷俗了時ST下降.. ，岡ー遅動向備

に."るST下降...測定した また観第期ニ聞の還

目元修医綱大学付属多摩永山病浪内科

{手踊多摩市.山 1-1-1)

・困帽糾大帽柑.，内料

(T 113東京.文京区千歓木1-1-5)

動負荷献験成績9り震を変動幅(Cl-C 針。観察斯二回自
色治療後の負荷鼠験威厳の差を改善111(T-C2) 1:: L， 

観察問問，観察期・治療期間の園帝支え，相関係歎も舞

幽した

， .温泉
運動負荷賦験成湖における観集期変動綱および治療

後の改笹度比運.. 耐容時間で変動幅"秒以内の例が

52 %，的秒以内 75%，改普度は 30秒以よ 60%， 60 

秒以上40%. sr:1的傾，，，，，.の平均はi8秒，62秒で
あった STQ.lmV下降までの時間の変脱帽肱30秒

以内の例が鉛%，ω秒以渦で90弘改魯度は 30秒以
上 80%， 60秒以上75%，平均変動幅8秒。改善2貨は

91秒と STO.lmV下降までの時間で改善!fと夜船舗

の楚がより大暑かった また負荷簾了時ST下降度の

変動幅は。90%の例が0.05mV以内と再現性は良好

であったが， 0.05mV以上の改替を示した例もお%

にすぎず1平絢の変.. 帽左改普度の差も 0.04mYと両
者間に著切な差は認められなかった 同ー還劇時間に

おりる ST下降度変動幅は 0.05mV以上85%，0.1

mV以上騎%.0.05mV以上の改警告示した例は 60

%，平均変助制面Q.OlmY，改僧度O.l)8mYt，改轡a
および変動帽の差は同}運働時聞にお砂る ST下降，.

でより顕著であった・四期二Eと治複前後の還勘
負荷賦験聞の運動耐容時間， STO.lmV下降までの博

聞の関嶋を圏1に示す 概要要期2国防遷動負荷院験問

では STO.lmV下除去での時間に比し運動樹容時閣

でより高い相関係数を添し。 STO.lmV下降までの時

間では治館前後の回帰係数がほぽ等しし団帰直線は

治療後約80秒上方すなわち遜畏方向に平行移動した
が，運周防耐容時間では治療前後の包婚直S裂が運働時聞
の延長に伴い交叉する傾向を示し両国帰直織の95%
僧刷区閣の領峨陪観察mにおWる運動耐容時周約550



がO.05mV以よ故笹した場合のどちらか。また怯両者

を欄足した編舎を有効とする緩衝が多い削.しかし，

労作決心症に対する銑拠心底獲の効鳴を有効と判定す

るために".治震後の改善度が運動負荷紙臓を絹り返

し縄行した栂合の変勘緬以上でなければならない し

かし今回の成繊では，護国防耐容時間の変動と".'"の

分布幽織とほぼぽ一致し，運動樹容時間により闘"を

判別することは閤鰻と恩われた さらに図lに示した

ごとし観察紛間・U康問と治穫期間の団側直舗は!
運動耐容時間の延長に伴ぃ交叉することを示し。運動

耐容晴r.の畏い例では泊四宮効男tの判定がより園胞とな
ることも継測された ー方STlmm下鱒までの時間

? '>9ゆ"

STtmm T俺までの時間同・....変動舗と治・3量の~..の間保

SUf>f>L.2 

-…"......1I1t・-一一。轄最 mmfmu
・組"引1)."M~'.. 't""' ... :嗣
吋山"...-哨
ロ官V-E-::174R町刷局掴幽・m

負荷鈴7時および岡ー選動時間における"下限度の観康剣変動舗と
泊康後の改・fJ!Vln聞係
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秒で交叉した 方。園2に示す負荷終了時および同
一運動時閣におゆる ST下降度の観察鋼闘の相関係数
は，いずれも約'.9と高い相闘を示し，両者聞に差は
Eめられなかった また，暢時期・泊康期間の包婚直
線は.観費標期陶ST下院度が高度なほど改誓度も著明

になるとkを示しているがその程度は開運動時閣

における ST下降度でより著明でるった

， ，.，. 
労作狭也、症に対する仇侠hb盆粛の効果を運動負荷隊

験により判定する吻合ω治療後の運蹴耐容時聞が30診

以上延畏，あるいは同一運動蒋咽におηるST下降，.
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の.."..夜船舗は.90 %の例でω秒以内にあり，改轡
度も15%以上の例が60秒品uを示した また観袋期
肌観察期治10.. 刊の両回帰式の回帰係数松山ま等

しし両国帰弐が鼠ぽ平行であり...療期の遭園臨時帽

にかかわらず定の"..により両者の判即ま可艇と考

えられた ST下降10では 負荷終了時の変動幅は90

%の例でO.05mV以内と良好な結果を示したが.0.0喝

mV花上の'"・を示した例も 35%にす.なかったの
に対し，同ー溜働時聞の ST下降度でO.05mV以内の

夜勤幅におさまった例は85%とやや低率であったが。
60%の例でO.05mV以上の故笹を家した さらば図
2のごとく問ー遺働時間同ST下降度は観察期間ST

下降g貨が高度であるほどより改.する領掬にあり，治
僻効県判定により遣していると恩われた

s鏑11
今回の成鱒より，ヨ田動負荷隊験による労作狭心曜に

対する抗按心盆粛の効果判定には，選周防耐容開札負

荷終了時ST下降E置に比し。 5TO.lmV下降旗での時
風間一運動時間巳初防る ST下降度がより渇してお

り 有効と判定するためには STO.lmV下陽までの

時間で60秒以上，同ー運動待問位指砂る ST下降度で
はO.05mV以上の改脅が必要と恩われた

5支般
的谷口興ー。縮図獲.j英国博文，ほか俊也""息

者の運動耐用能に対するCeHprololの効果

AtenoJolを対照lIeしたニ.盲倹比後後'0-隆

床医療 6: 6市， 1醐

2l近.. 照夫。河合'iI樹，奮闘."ほか A遮断叢
....凶0'の銚然心，.，.，功果判定 多段階週!IO負荷猷
般による急性勾よぴ慢性効果の検討ー箇E震と池

療 8:119. 1980 

3) StarHng MR， Moody M， Crawf，。、dMH，eta】

Repeat trea命制11exercise t信武ing;Variability 

0'開制1&in pat犯ntswi白 anginapectoris. Am 

H町 1J 107: 298， 1984 
4) Khurml NS. BowlωM]. O'Hara M]. et副

R叩'"刷.，比yof mult叫 egraded e即時
，~誌 illi in patie晴也 withchronic stable Ingil1i 
Jnt J白 rdiol6 四 l蜘
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冠動脈3校疾患の運動耐容能規定因子に関する検討

荒芥敏・ 武者春樹・4同井良裕・本横史江・
三宅良彦・佐藤忠 ・村山正樗・ 須晴ニ朗・

窓動脈，."の...度および予後はST変化より運動
耐容能に相関するという報告が多い治川 3伎疾患で
は。良好な運動耐容能を示しても，必ずしもその予後

は良〈ないという Millerらの報告もあり01.3袋署健忽

の運動耐容能や予後を線定する関子に闘しては不明な

点が多い本僻究は. 3筏疾患の運動樹容能を規定す

る因子を倹肘するとともに，望号併時の心緩能や背録因

子から退勧高村容艇を鎗定できる因子を見いだそうとし

たものである

5剣.
対象陪窓a帥殿2・tl(CAG)にて3伎ともに75%以
上の"質的機穆を認めた 3VD息者"名。平均年齢

"*'である このうち.Bru，民:eprotocolのU，白血1ill
遭動負荷民政 (ExT)で遭動怜腹開聞が6分以下のも
の10人を I勝，それιuのものM人'11醇とした

s方途
E.TにS詔砂る週四防持続時間を"..箆数とし，
'11背景関子として.年飴 Brocaの指数よP求め
た胞測度，冠危説咽子の敏の3境目 および安静時心

織能の指色震として..，.. 降ら心鈎散!安静時収縮織血圧。

胸鰯X'"-上の心胸郭沈黙婚釈法により求めたむ係.o:.
左'"遺膨より求めた左宣駆幽寧，および左宣溜彫削後

の友重鉱視線期庄の7項目の計羽項自

(2'濁動負荷依織におげる指"として負荷時処大

ST"彼，負荷時最大ω納11<.負荷時最大収縮期血圧。
心舗数増加分!収路湖血圧創価加分の5項目を各々脱明

.. 散として.回帰分折を行い。情緒.，膨櫛(AIC)によ
り，有意な寄与が毘められる指療を週釈した.

-謹マリアンナ医制大手銀2内側

t〒出'"崎市宮阻駐日刊

さらに，運動防風時聞が6分以下の 1.事と 6分をこ

えた1"障について.CAG所見から運劇耐容能を予測可

能かを調べるたt.>， 21撃のCAGにお砂るAHAcomi 
u，上の狭噌部位の相違についてど検定を行い倹射
した なお 復数回負荷似通食を施行しているものは遺

動持続時聞が是提であった遭動負荷民脆のヂ タを使

用し。 βプロッカーを使用しているもの陪倹外した

. ..東
背憲周子および安静時心省関能の抱繍を脱明夜"とし

た.回帰分析と A1Cによる stepWi鎗訟の鮪果，運動
符厳時間に対して.r"'O.SOと弱い相関ながら肥満腹

と年齢が選終され，有志水撒5%で. .，測度の寄与が大
きかった (ft1) 

" 1 育祭因子および安静略<<・舵の指欄による彊回帰分

絹の・.. -
L ~ω 

2 ・"・a
S 窓危険園字の.. 

4 む胸"比

5 安静崎心姐歎

.. ，際静時峨.~""

7 心係敏''''皆釈法による}

8 ・E幽率(左蜜遭膨による)
9 左室u張終期亙
10 左奮遺影後の寝室鉱後終綱屋

.回帰分併と AICによるま.. 適訳

棟割院側回帰係数 F値{・車)

oe.s: -0.4ωs ・(0.03)
O俸調同 一0.3椅 3.7(0.0η 

自1Il/r.'陸横室相関係徴。"
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